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大形の馬（鹿？）、その上部
左右に雲。

柁。直上に文字（記号？）

H14号住居址出土

灰粕陶器小瓶

休部全過して2頭の馬（鹿？）
雲、花、文字（記号？）が印
刻されている

（1こ1）

小形の馬、右上に雲。

（1・5倍）　雲。左下に花。
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（1こ1）

H19号住居址出土鉢「奔」の2文字が逆位に刻書されている

H19－1（34－3）

H19号住居址出土杯　2個体の杯外面に「奔」の文字が正位に刻書されている
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H16号住居址出土丸鞘



A25G
青磁　碗　割花文
中世（13－14C）

中国

M9
青磁　碗　蓮弁文

（14－15C）
龍泉窯

嶋
M8

青磁　碗
（中世）
中国

A25G
鉄粕　要
（近世）

？

A25G
鉄寒由　鉢か碧

「71

在地

竜
A54G

磁器　皿　染付
（近世）
瀬戸

う73G
灰粕　皿

（近代）
瀬戸・美濃系

A57G
白磁　皿
（現代）

？

（1こ2）　　　5cm

A28G
灰粕　腕

（近世）
瀬戸・美濃系

A52G
碗　染付

（現代）
瀬戸
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1。本書は、佐久市が行う地方道路整備臨時交付金事業〔市道2－5号線（常田線）〕に伴う周防畑遺跡
群大豆田遺跡I。Ⅲの発掘調査報告書である。

2。調査原因者　　　　　佐久市（建設部　高速交通課）

3．調査主体者　　　　　　佐久市教育委員会

4．遺跡名及び所在地　　　周防畑遺跡群大豆田遺跡I。Ⅱ（NSOI eⅢ）
佐久市長土呂1721－2、1720－6他

5。調査期間及び面積　　　調査期間

発掘調査

発掘調査

整理作業

整理作業

整理作業

調査面積

開発面積
6
　
7 調査担当者

平成17年11月21日～平成20年3月31日

平成17年11月21日～平成18年1月11日（平成17年度）

平成18年4月17日～平成18年11月24日（平成18年度）

平成18年1月6日～平成18年3月31日（平成17年度）
平成19年1月5日～平成19年3月20日（平成18年度）

平成19年4月23日～平成20年3月28日（平成19年度）

2，200I撼

4，850前

林　幸彦　佐々木宗昭　森泉かよ子

調査区と担当者は以下のとおりである。

周防畑遺跡群大豆田遺跡I（平成17年度）林　幸彦　森泉かよ子

周防畑遺跡群大豆田遺跡Ⅱ（平成18年度）林　幸彦　佐々木宗昭

8．本遺跡の報告書作成は遺構。遺物の写真図版を佐々木が、他は林が行った。石材鑑定は羽毛田が
行った。

9。調査から報告書作成に至るまで以下の方々と各機関のご指導ご協力を項いた。記して厚くお礼申
し上げる。（順不同。敬称略）

神津英一（長土呂区長）尾野善裕（独立行政法人　国立文化財機構京都国立博物館　学芸課
主任研究員）　（財）長野県埋蔵文化財センター　（株）ネクスコ東日本　佐久考古学会
地元長土呂。赤岩。常田区の皆さん

10。本書及び出土遣物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1．遺構の略記号は、竪穴住居址（H）。竪穴状遺構（Ta）・掘立柱建物址（F）。土坑（D）。溝状遺構
（M）である。

2．挿図の縮尺は次のとおりである。下記以外の物については挿図中にスケールを示す。

竪穴住居址・竪穴状遺構。掘立柱建物址1／80　炉1／20　カマド1／40　土坑1／60

土器。石器1／4　鉄器1／3　上記以外については、個々にスケールを記載した。

3。遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

4。土層e遺物胎土の色調は、1988年版『新版　標準土色調』に基づいた。

5。調査区グリットの、間隔は4×4mに設定した。

6。スクリートーンの表示は以下のとおりである。
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写真図版

遺構

匹召　地山断面

にヨ　床下の埋め＿L

E：≡ヨ　焼土

匿霊廻　焼け込み範囲

にコ　柱痕

E：：ヨ　炭

匠≡ヨ　粘土

遣物（土器）

E≡］黒色処理

［＝コ　赤彩

遣物（石器）

［＝：コ　すり面

⊂「コ・．‥・



第I章　発掘調査の経緯

第1節　調査の経緒と経過

周防畑遺跡群大豆田遺跡は、佐久市長土呂に所在し、佐久市の北部に位置する。付近には浅間第一

軽石流の堆積と浸食によって形成された田切り地形が発達する。田切りは南西方向に放射状に延び谷
地形となっている。台地上には原始から中世の人々の痕跡が多く残されている地点である。標高は

704m内外を測る。この付近は圃場整備、長野新幹線、佐久平駅周辺の区画整理事業、中部横断自動

車道などにより弥生時代から中世にわたる遺構・遺物が発掘調査により数多く検出されている。
今回、地方道路整備臨時交付金事業市道2－5号線（常田線）の道路工事が計画された範囲は、周

防畑遺跡群内であった。昭和55年度に水田圃場整備事業が実施された際、一部工事の掘削深度が考慮

され多くの古代の遺構が保護された範囲であった。佐久市高速交通課と当教育委員会で保護協議を行
い、遺構の存在する部分について、発掘調査を行い記録保存することとなった。発掘調査は平成17年

11月より第1次調査を、平成18年度は第2次調査を行った。平成17・18年度冬期に整理作業、平成19

年度に整理作業・原稿執筆・報告書を刊行した。

根

第1図　周防畑遺跡群大豆田遺跡I・Ⅲ位置図（1：25，000）

－1－



第2節　調査体制

調査主体者　　佐久市教育委員会　　教育長　三石　昌彦（平成17。18年度）
木内　清　（平成19年度）

事　務　局　　教　育　次　長　　　柳沢　健一（平成17年度）

社会教育部長　　　柳沢　義春（平成18。19年度）
（平成18年度組織改変）

社会教育部次長　　　山崎　明敏（平成19年度）

（平成19年度組織改変）

文化財課長

文化財調査係長

文化財調査係

調査体制 者
員

当担
査

査調
調

中山　悟

森角　吉晴

高柳　正人

三石　宗一

林　幸彦

冨沢一明

上原　学

林　幸彦

（平成17年4月～平成19年6月18日退職）
（平成19年7月1日就任）

（平成17。18年度）

（平成19年度）
須藤隆司　小林真寿　羽毛田卓也

神津　格（平成17年10月～）

赤羽根太郎（～平成17年9月）出澤　力
佐々木宗昭　森泉かよ子

相澤　昭二　　浅沼　勝男　　浅沼　君子

赤羽根充江　　阿部　和人　　安藤　孝司

市川　明子　　市川　　明　　井出　孝子

上原　悦子　　碓氷　知子　　江原　富子

小倉　栄子　　小幡　弘子　　柏木　貞夫

狩野小百合　　河原田憲子　　菊池　喜垂

木次　順子　　黒岩　　至　　相澤　文康

小平　夢子　　小山　　功　　斉藤　恵李

堺　　益子　　佐藤　清人　　佐藤　瑞希

里見　理生　　澤井　知春　　清水　末子

清水　律子　　春原　圭介　　春原　幸子

大工原達江　　田中ひさ子　　土屋　和見

中島フクジ　　中山　清美　　萩原　宮子

浅沼ノブエ

磯貝　律子

岩崎　垂子

大村　政敬

柏木　義雄

北村　亨

小池慎一郎

斉藤　俊一

佐藤　由枝

清水　澄′主

大工原かつい

土屋　武士

橋詰　信子

橋詰　勝子　　羽田　責恵　　林　まゆみ　　林　美智子

比田井久美子　日向　昭次　　広瀬梨恵子　　細萱ミスズ

細谷　秀子　　堀籠　保子　　百瀬　秋男　　森下　博美

柳沢かおり　　柳田　晴美　　山田　和子　　山元有美子

柳沢　　武　　山根　知子　　横尾　敏雄　　依田　美穂

依田　三男　　渡辺久美子

第3節　調査唱誌

平成16年度

平成17年11月21日～25日　拡幅部分を試掘調査。

平成17年度

平成17年11月21日～25日　器材準備。搬入。

11月28日　調査東地区道路拡幅部分

を重機により表土削平。

－2－

順次遺構確認精査。遺構掘り
下げe記録e写真撮影。

12月27日　一部記録残して現場終了。



平成18年1月11日　器材撤収。
1月23日～整理作業開始。遺物洗浄・

注記・図面修正・写真整理

平成18年度
4月17日～器材準備・搬入。調査東

地区拡幅部分の残り部分表土

削平始め。順次遺構確認精査。

遺構掘り下げ・記録・写真撮
影。

5月10日～9月28日調査東地区東側現

道路部分削平始め。遺構確認

精査。遺構掘り下げ。記録・
写真撮影終了した場所から埋

第4節　遺跡の位置と周辺遺跡

め戻し。

11月15日～24日調査西地区旧河川址、

掘り下げ、記録・写真撮影。
埋め戻し。器材撤収。

平成19年1月6日～3月20日整理作業再開。洗

浄・注記・接合作業。図面修

正・写真整理。取り上げた遺
構覆土から遺物抽出作業。

平成19年4月23日～10月19日遺物実測・写真撮

影トレス作業。

11月～平成20年3月　原稿執筆、報告
書刊行。

第2図周防畑遺跡群大豆田遺跡I・

－3－

Ⅲ周辺遺跡位置図（1：15000）



周防畑遺跡群やその周辺の遺跡内では、圃場整備、長野新幹線、佐久平駅周辺の区画整理事業、道

路改良、中部横断自動車道等の大規模な開発が続いている。北方の鋳物師屋遺跡群では馬の埋葬墓や

古墳～平安時代の集落址、芝宮・中原・長土呂遺跡群では2，000棟前後の竪穴住居址含む古墳～平安
時代の集落址、南方の濁り遺跡では古代の水田址、西一里塚遺跡では弥生時代後期の環濠集落や墓域

が、一本柳遺跡群や北西の久保遺跡では多量の埴輪・馬具を伴う古墳群と弥生時代中期～後期・古墳

時代～中世におよぶ集落址等枚挙に達がないほどの遺構と遺物が発掘調査されている。さらに、本遺

跡と並行して長野県埋蔵文化財センターにより進められている西近津遺跡群では、床面積46坪の巨大
な弥生時代後期の竪穴住居址をはじめ弥生時代後期～平安時代の500棟を超す竪穴住居址等が検出さ

れている。周防畑遺跡群内でも、弥生時代後期～平安時代の集落址と墓城が調査されている。

第5節　基本層序

遺跡調査対象地は、浅間第一軽石流の堆積が濁川・湧玉川および小河川に浸食形成された「田切地

形」台地上の末端に位置している。水利が悪く一帯は、畑地である。本遺跡の付近から「田切地形」

が見かけ上は消滅すると共に、地下水位が高く水田地帯が拡がる。台地を区切る帯状の低地が浅いた
め幾たびか小規模の洪水砂に覆われたり、小河川の流路が見られる。調査東地区の中央部は浅間第一

軽石流の堆積するⅦ層が低く、Ⅳ層の砂層が堆積し、Ⅳ層とほぼ重なるようにⅤ層の強粘質である泥

炭層が堆積する。このⅣ層とⅤ層が堆積する低地はⅣ層堆積後は平坦な地形だったと思われ、平安時

代の遺構確認面ともなっている。この低地は、南西方向に延び長野県埋蔵文化財センターが調査中の
中部横断自動車道の用地内でも確認されている。

H

Ⅱ屑　　にぷい黄褐色土（10YR4／3）砂層。
Ⅲ層　　暗褐色土（10YR3／3）砂質十㌔　砂小址。

r　50’　　Ia層　道路（盛り士・砕石・路肩）。　　Ⅳ屑　暗褐色土（10YR4／4）砂屑。
Ib層　水田（耕土・床上）　　　　　　Ⅴ層　　黒色土（10YR2／1）強粘質土。
l c層　圃場整備時の摂乱　　　　　　　Ⅵ層　　褐色土（10YR4／4）粘質七
I d層　圃場整備前の水田　　　　　　　　Ⅶ屑　　明黄褐色士（10YR7／6）浅間第一軽石流。

第3図　基本層序模式図

第6節　遺構と遺物の詳細

遺　構　竪穴住居址

竪穴状遺構

掘立柱建物址

土　坑

溝状遺構

ピット

26軒（弥生時代後期・古墳

・奈良・平安時代）
2基

9棟

34基

22条
117基

－4－

遺　物　縄文時代後期土器・石器

弥生時代後期土器・石器

古墳時代後期須恵器・土師器
奈良・平安時代須恵器・土師器

灰粕陶器・鉄器

石器



第Ⅱ章　遺構と遺物
第1節　竪穴住居址

（1）H1号住居址

本住居址は、あー15・16、い－15・16Grに位置する。大半は南側の調査区城外にある。F2号掘
二二i Jl

⊥◎p吉

元1　　叫わ

く笥2　旦像号，
コl　　　‾正宕4

叫　　猟査区域外

I l’　　J J’

‾「．　．1°・‘

bl bl

ちら言
標高704．10m

（1こ20）
0．5m

標高7047m
（180）　　2m

1屑　黒褐色土（10YR2／2）
ローム粒子・パミスを含む。

2屑　黒褐色土（10YR2／2）

ローム粒子・パミスを含む。

3屑　暗褐色士（10YR3／4）
多迫のロームブロックとパミスを含む。

4屑　県褐色士（10YR2／2）
ローム粒子・パミスを多く含む。下層に

（10YR2／2）土層あり。

5層　黒褐色士（10YR3／2）
ローム粒子を多く、パミスを含む。

6層　暗褐色土（10YR3／3）
ローム粒子・パミスを多玉土に含む。

（周構）

7虐　黒色土（10YRl，7／1）
炉

8屑　黒褐色土（10YR2／3）
煉土粒子を含む。（炉）

9屑　にぷい黄褐色土（10YR5／4）
ローム主体。（炉掘方）

10層　黒褐色土（10YR2／2）
柱痕。

11層　暗褐色士（10YR3／3）
ロームブロックを多く含む。

12屑　黄褐色土（10YR5／8）
ローム主体。

13層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）
柱痕。

14層　にぷい黄橙色士（ユOYR7／3）
ローム主体。

15屑　にぷい黄褐色土（10YR5／3）

ロームに黒色土ブロックを僅かに含む。
（敲き床）

16眉　黒褐色士（10YR2／2）
焼土・炭化物粒子を含む。

0　　　（1・4）　　10cm

第4図　H1号住居址実測図および出土遺物実測図
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第5図　Hl号住居址出土遺物実測国

立柱建物址に東壁の一部を壊されている。全容は不明だが、形態は隅丸長方形であろう。検出規模は

北壁5．6m、東壁検出部2．1m、西壁検出部2．2mで、最深壁残高は住居址北西コーナーで43cmを測る。

主軸方位はNを示す。Pl・P2の主柱穴は柱間2．8m（梁間）を測り北壁と平行にある。Pl・P2の
柱痕と柱穴は、いづれも東西の長径が極端に長い。柱材は割材を使用したと考えられる。柱痕は長径

36cm短径12cmを測る。北壁中央に寄ったP3は棟持柱であろう。主柱穴と同様に割材を使用したと見

られ柱痕と柱穴とも南北に長い楕円形である。Plは54cmP2は35cmP3は50cmの深さである。床面は
全体に平坦に堅く敲き締められ、床直上を粘質強い黒褐色土が覆っていた。壁下に連続して壁溝が回

る。炉は主柱穴間中央に設置され、径36cmの地床炉である。焼土の堆積はない。本址は地盤変動の影

響を受けている。住居址北西付近では、周溝も含めて壁が北西方向に10～20cmズレている。Plは床

面下40cmで北へ、P2は床面下20cmで西へ、P3は床面下20cmで北と西へズレている。炉には顕著な
ズレが見られない。

出土遺物は、土器9点、石器1点、鉄器1点を図示した。2は検出面、1・5・6は東側3層、3

は西側2層、4・9は炉の北脇床面直上、7は東側1層、8は東壁中央直下の床面直上、他は覆土中
から出土した。2は赤彩の壷で、頚部を3本以上の箆描横線文で区画し中に箆描斜走文を矢羽根状に

施文する。1・3－8は碧である。1・5は口縁部および胴部に縦の櫛描羽状文の後、頚部に3連止

めの櫛描簾状文を施す。3は口縁部および胴部に櫛描波状文の後、頚部に3連止めの櫛描簾状文を施

す。9の鉢の休部内外面にへラミガキ工具から付着したと思われる僅かな赤彩がみられる。10の磨石
はヘラミガキ工具であろうか、赤色顔料の付着が認められる。鉄製品11は性格不明で混入であろうか。

これらの出土遺物より、本址は弥生時代後期後半に位置づけられる。

第1表　H1号住居址出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　。。

Nn 種 別 器種
法　　　　 墨 成　 形 ・ 調　 整 ・ 文　 様

備考 出土位 置
口 径 （長） 底径 （幅 ）器高 （厚 ） 内　　 面 外　　　 面

1 弥 生 冒呈
パ ケ 日 ヘラ ミガ 辛、 赤彩 断 面実 測 I区 1層 ・3 層

2 弥 生 蛮 ヘ ラ ミガ キ 櫛 描斜 走文 、櫛 描簾 状文 （1 0 本 ・3 遠止 め） 断 面実 測 検出面

3 弥 生 盗 （19 ．0 ） く9 ．5 〉 ヘ ラ 三ガ キ 櫛 描波 状文 （8 ～ 10 本 ）、櫛 捕鯨 状文 （1 1本 ・3 連 止め ） 回 転実 測 Ⅳ区2 層

4 弥 生 蛮 ヘ ラ ミガ キ 櫛撞 波状 文 断 面実 測 □区

5 弥生 璽 ヘ ラ ミガ キ 櫛 描斜 走文 、櫛 捕原 状文 （10 本 ・3 連止 め） 断 面実 測 横 出面

6 弥生 蛮 （17 ．6 ） く4 ．2 〉 ヘ ラ ミガ キ 櫛描 波状 文 回 転実 測 I 区3 層

7 弥生 璽… （17 ．8 ） 〈8 ．3 〉 ヘ ラ ミガ キ 剥 落、 調整 不 明 回 転実 ；則 I 区 1層

8 弥生 整 6 ．1 く5 ．1〉 ヘラ ナデ 、ヘ ラミ ガキ ヘラ ミガ キ 完 全実 演 I 区

9 弥生 鉢 1 1．4 3 ．5 4 7 ヘ ラ三 方辛 、赤 彩 ヘ ラ ミガ キ、 赤彩 完 全実 演 I 区

No． 器 桂 素　 材 残存 率 最大 長 最大 幅 最大 厚 重　 量 所 見 出土位 置

10 磨 石 宥占板 岩 く3 ．3 〉 く6 ．0 〉 く2 ．7 〉 く6 0 〉 I 区3 暦

1 1 鉄 く5 ．6 〉 〈0 ．8 〉 〈0 ．3 5 〉 検 出面

－6－



（2）H2号住居址

本住居址は、A－18－20、あ一18・19Grに位置する。H3号住居址の北東部分を破壊している。
平面規模は北壁4．0m、東壁3．9m、西壁4．0m、南壁4．0mを測る。平面形態は隅丸の方形を呈する。

壁残高は最深31cmを測り、カマドを中心とする主軸方位はN－17。－Wを示す。主柱穴Pl～P4が南

北2・4m東西2・4mの方形に配置されている。Pl～P3の内側床面下からP5～P7が確認され、平面
規模の変更がない柱穴の建て替えが行われたことが判明した。P7では柱痕が確認された。床面は掘

標高704．60m

（1こ80）

1層　揺褐色⊥（10YR2／3）

2屑　黒褐色土（10YR2／3）ローム小ブロックを多く、炭化物・焼土粒子を含む。締まっている。

3屑　黒褐色士（10YR2／3）ローム粒子・パミスを含む。締まりなし。

4屑　黒褐色土（5YR2／1）焼土ノトブロックを多正に含む。

5屑　赤褐色士（5YR4／6）焼土大ブロックが主、炭・灰を少址含む。

6層　黒色士（10YRl．7／1）

7屑　黒色土（7．5YR2／り

8屑　黒褐色土（10YR2／2）

9屑　泉褐色士（10YR2／2）

10屑　黒褐色士（10YR3／1）

11屑　褐色土（7．5YR4／4）

12屑　暗褐色土（5YR3／2）

13層　黒褐色土（10YR2／3）

14層　黒褐色土（10YR2／2）

15屑　累褐色士（10YR2／3）

16屑　泉褐色土（10YR2／3）

17屑　県褐色土（10YR2／2）

1
　
－
・
・
1
－

2m

炭と灰。

炭・焼土小ブロック多丑。

炭・焼土多血。

5YR5／3の小ブロック含む。

5YR5／3の小ブロック少丑。

粘質土。焼けている。

粘質土。

10YR4／6の′J、ブロック含む。（月占床）

粘質土。焼土・炭少藁含む。（床下埋め士）

柱痕。

ロームブロックを含む。

旧いピット。5YR5／3のブロック含む。

第6図　H2号住居址実測図
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第7因　H2号住居址出土遺物実測図
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第8図　H2号住居址出土遺物実測図

方が浅く、全体に堅く敲き締められていた。周溝は、みられない。カマドは北壁の中央に設置されて

いた。両袖と煙道の一部が残る。石芯を粘土で被覆して構築されている。石材は軽石であった。

出土遺物には、須恵器、土師器、石器、鉄器がある。14・16・28がカマド、3がカマドとⅢ・Ⅳ区
出土片が接合、1がP3、5がP1、8がPl直上、7・19・32がP3の周辺、4がI区ホリ方22がⅡ

区掘方、6・10・15・18・20・24・26・29・31・36がI区から、2・34がⅢ区から9がⅢ区23がⅣ区
から出土した。他は覆土一括である。

1～8、11－13は須恵器坪で、1・3・5～8・11～13すべての底部が回転へラケズリあるいは手
持ちへラケズリされる。13の高台付杯底部に若干糸切り痕がみえる。9・10・14・15は土師器杯で、

15は底部へラケズリされる。14は当地の土師器杯とは色調や器形と内外面の調整などが異なる。口辺

部に直線状に「大」の字が墨書されている。精選された緻密な胎土で色調は赤味が掛、。内外面口
辺部には横に、見込部には放射状のへラミガキが、底部もへラミガキが施され特に外周部は入念にへ

ラミガキされる。口辺部と見込部の境には、沈線状のへラミガキが1周する。口径15．5cm底径10．5cm

器高5・4cmで口辺部が内湾気味に立ち上がり、台形状を呈する。これら調整技法や器形・法量の特徴

は、甲斐型杯の古い段階にみられるものである。10は精選された緻密な胎土で、口辺部外面に横のへ

第2表　H2号住居址出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　川

恥． 種別 器種
法量 成形 ・調整 ・文様

備考 出土位置
口径（長）底径（幅）嵩高（厚） 内面 外面

1 須恵器 土不 （1 3 ．5 ） 9 ．6 3 ．3 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ 完全実測 I 区、Ⅲ区、P 3

2 須棄語 杯 （1 3 ．日 － く3 ．2 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 □区

3 須恵器 杯 1 3 ．8 （4 ．5 ） 4 ．8 ロクロナデ ロクロナデ 完全実測 西区、乗区、カマ ド

4 須恵器 土不 （1 6 ．1） － く2 ．3 〉 ロクロナデ ロクロナデ 完全実測 I 区ホリ方

5 須恵器 杯 （13 ．8 ） （7 ．0 ） 4 ．0 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ 回転実測 I区 P l

6 須棄器 土不 （1 1 ．9 ） （7 ．3 ） 3 ．4 ロクロナデ ロクロナデ・→底部回転へラケズリ 回転実測 I 区

7 須恵器 ま不 （13 ．2 ） （6 ．7 ） 4 ．4 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ 回転実測 西区

B 土師器 士不 （13 ．3 ） 7 ．8 4 ．4 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラキリ→一都へラケズリ 完全実測 A 2 0

9 土師器 土不 （10 ．5 ） － く3 ．3 〉 ヘラナデ ロクロナデ→ヘラケズリ 回転実測 西区

10 土師器 士不 （16 7 ） － 〈3 ．7 〉 格子状の三ガキ ミガキ 回転実測 I 区

1 1 須悪器 ま不
－ 5 ．9 く0 ．9 〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ 完全実測 乗区



1 2 須恵器 ま不 － 7 ．3 〈1．3 〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ→ナデ 完全実測 検出画

13 須恵器 ま不 － （1 1．6 ） 〈1．4 〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ→高台貼付 回転実測 西区

14 土師器 士不 15 ．5 1 0 ．5 5 ．4 ヘラミガキ ヘラミガキ、墨書 完全実測 I 区、 Ⅲ区、カマ ド

15 土師器 士不 （15 ．4 ） － 〈4 ．0 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 I区

16 須恵器 薙：瓦 （2 6 ．7 ） － 〈3．5 〉 ロクロナデ ロクロナデ→胴部タタキ 回転実測 カマ ド

17 須恵器 薙瓦
（3 3 ．0） － 〈7．9 〉 ロクロナデ ロクロナデ→胴部タタキ 回転実測 I 区、Ⅳ区 ・検出面

18 須恵器 薙
：瓦

（2 7 ．5） － 〈6．7 〉 ロクロナデ→胴部タタキ 回転実測 I区

19 須恵器 薙：瓦 － （3 ．4 ） 〈1 1．5 〉 ロクロナデ→ナデ タタキ→底部ナデ 回転実測 乗区 ・検出面

2 0 須恵器

2 1 須恵器

2 2 須恵器

2 3 須恵器

24 須恵器

2 5 須恵器

2 6 須恵器 鉢 － － 〈5 ．9〉 ロクロナデ ロクロナデ→胴部タタキ 回転実測 I 区

2 7 須恵器 薙
瓦 － － 〈6 ．4 〉 ロクロナデ→タタキ ロクロナデ→口緑部横ナデ 回転実測 フク土

28 土師器 薙
二瓦 － － 〈12 ．8〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 カマ ド

29 土師器 薙瓦 （2 1．1） － 〈5 ．8 〉 ヘラナデ 胴部へラケズリ 回転実測 I 区

30 土師器 薙
：瓦

（1 1．9 ） － 〈6 ．7 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 西区

3 1 土師器 薙
瓦

（2 5 ．9 ） － 〈6 ．2 〉 ヘラナデ 胴部へラケズリ 回転実測 I区

32 土師器 薙
瓦 － 57 〈6 ．2 〉 ロクロナデ ヘラケズリ 完全実測 西区

33 弥生 土製円盤（蜜） 西区

No． 蝉 、．奉 毎 ′‡璃存率「率準轟 重奏車重奉車重 隼を車 疎　　 琴 ．．．． 油 出漁 麗

3 4 磨石 安山岩 12 ．3 8 ．1 5．5 Ⅱ区

3 5 磨石 チャー ト 1．5 1．3 0 ．4 5 東区

3 6 刀子 鉄 5 ．7 1．6 0 ．3 I区

ラミガキが、内面に格子状へラミガキが施される。16－25は須恵器碧で、広口の17や口辺部が長い18
小型の27がみられる。26は外面に稜を持つ稜碗で、西一本柳遺跡ⅦIに類例がある。28－32は土師器碧

で、武蔵賓やロクロ賓がある。31の武蔵碧は最大径を「く」の字状の口辺部に持つ。36は薄手で端部

に柄が着装されたのか、小孔が穿たれている。図左に刃部があり剃刀であろうか。34の磨石には、上
下面にスリ面がある。波状文が施文される33の土製円盤は、混入品である。

出土遺物から本址は、奈良時代前半に位置づけられよう。

（3）H3弓住居址

本住居址は、A。あ。い－19～20Grに位置する。H2号住居址に北東部分を破壊され、形態は隅

丸長方形を呈す。検出規模は北壁検出部4。Om、東壁検出部1．6m、両壁3．9m、西壁5．6mで、最深

の壁残高は住居祉北西コーナーで25cmを測る。主軸方位はNを示す。Pl。P2の主柱穴は柱間2．8m
（梁間）を測り両壁と平行にある。Plは長径68cm短径50cm深さは72cm、P2は長径40cm短径34cm深さ

36cmを測る。出入り口施設のP4。P5の柱痕と柱穴は、いづれも南北の長径が極端に長く、割材を

使用したと考えられる。柱痕は、P4が長径40cm短径14cmP5が長径40cm短径20cmを測る。敲床下P4

の脇から検出されたP13は柱痕が確認され出入り口施設に関するものと思われる。壁に寄ったP6．
P9e Pll。P13は壁柱穴であろう。両壁下の円形のP3は貯蔵穴とみられ、径52cm深さ24cmである。

床面は全体に堅く平坦に敲き締められ、掘方は浅い。西壁下に壁溝が回る。南西コーナーの壁溝は、
床面下から確認された。炉は未調査区域に存在するであろう。

第3表　H3号住居址出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　。m

No． 種別 器種
法量 成形 ・調整 ・文様

備考 出土位置
口径 （長） 底径 （煽）－器高′（厚） 華 甲 外甲

1 弥生 高士不 － － － ナデ ヘラミガキ、士不部の底部に穿孔 回転実測 検出面

2 弥生 薙瓦 － － － ヘラミガキ 櫛描波状文、ヘラミガキ 回転実測 P 3
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1屑　巣褐色土（10YR2／2）

2屑　県褐色土（10YR2／2）

3層　黒褐色土（10YR2／2）

4層　黒褐色土（10YR2／3）

5層　黄褐色土（10YR5／6）

6屑　黄褐色土（10YR5／6）

7屑　黄褐色土（10YR5／6）

標高704．60m
（1こ80）　　　2m

2

第9図　H3号住居址実測図および出土遺物実測図
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ローム粒子・パミスを含む。
僅かに焼士粒子含む。

1周より紫色弓軋

柱痕。

ローム粒子・パミスを含む。

ローム主体。

ローム主体。

ロームブロック

暗褐色土ブロック、′くミス混在土層。
（敲き床）

（1．4）　10cm



第4表　H4号住居址出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　。m

恥 種別 器種
法　　 萱 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備考 出土位置
口径 （長）底径 （幅）器高 （厚） 内　　　 面 外　　　 面

1 弥生 三E （2 9 ．6 ） － － ヘラミガキ→赤彩 ヘラミガキ→赤彩 回転実測 西区

随 器種 素材 残存率 最大長 最大幅 最大厚 重量 所見 出土位置

2 磨 ・敲石 輝石安山岩 10 ．8 5 ．9 2 ．9 2 6 2 ．6 正面 ・裏面にすり面、正面 ・右側に敲打痕

孔
1
－
丁

旦
一

1層　思褐色⊥（10YR2／2）
1cm大のローム泣千・パミス・焼土・炭化物粒子含む。

2層　にぷい黄褐色土（10Yl14／3）
2cm大パミス・5cm火ロームブロック・ローム粒71含む。

3屑　黒褐色土（10YR2／3）
上面に炭化物層あり。

4層　にぷい炎裕色土（10YR4／3）
2層に似るが、茄色より強い。

5屑　黒褐色土（10Yl12／3）
ローム粒子・パミスを含む。

6屑　褐色士（10YR4／6）
ロームに黒褐色土ブロック含む。（床下埋めニlこ）

（：∋2

第10図　H4号住居址実測図および出土遺物実測図

0　　　（1こ4）　　10cm

出土遺物には、弥生土器がある。1の蓋は1層上部より出土し、無彩で天井部に0．2cmの小孔が6
個穿たれている。2は聾でP3から出土した。櫛描波状文（6本）が施文される。

出土遺物は少ないが、住居址の特徴もふまえると弥生時代後期後半の所産と思われる。

（4）H4号住居址

本住居祉は、い－17～19Grに位置する。大半は南側の調査区城外にある。全容は不明だが、形態
は隅丸長方形であろう。検出規模は北壁5．1m、東壁検出部0．7m、西壁検出部0．7mで、最深の壁残

高は住居地北壁中央部で44cmを測る。主軸方位はN－20－Eを示す。北壁中央部の下にあるPlは、

位置から棟持柱と考えられる。Plは検出部長径52cm短径42cm深さは27cmを測る。床面は全体に堅く
平坦に敲き締められ、掘方には褐色土が埋められていた。床面下の北東コーナー壁下に壁溝が確認さ

れた。I区床面下から長径28cm短径20cm深さ15cmを測るピットが2個検出された。北西壁下の床面下

から深さ10cmほどの掘り込みがみられた。覆土は4層に分層され、2層はロームブロック・ローム粒
子を多量に含み人為的な堆積と思われる。3層の上面に炭化物があった。Plの西脇からは、長さ35

cm厚さ2cmの炭化材がみられた。出土遺物は非常に少ない。弥生土器と石器が図示できた。1の東

は、PlとⅡ区出土片が接合した。内外面赤色塗彩される。2の磨石は、北西コーナー付近床面から

出土した。上面の一部にスリ面が、幅広の端部に敲き痕が認められる。不確実ではあるが弥生時代後
期に位置づけられよう。

－12－
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1屈　黒褐色土（10YR2／3）　パミス少赴含む。　　　　　　　　　6層　黒褐色土（10YR3／2）　橙色（7．5YR6／6）小ブロック少正。

2屑　黒褐色土（10YR2／3）パミス少韮含む。1層よりローム多い。7層　黒色土（10YRl．7／1）炭多量に含む。

3層　暗褐色土（10YR3／4）　ローム小ブロック含む。

4層　黒褐色土（10YR2／2）　パミス・炭少丑含む。

5屑　橙色土（7．5YR6／6）　ローム主体。

8屑　褐色土（7．5YR4／3）　炭多鹿に含む。焼けている。

9屑　褐色土（10YR4／4）　　黒色土ブロック含む。（よく締まる床）

10層　褐色土（7．5Y則／3）　他山の土が主。

0．5m

＼＼雌聖二　、＼＼」璧腔ク

0　　　（1こ4）

第11図　H5号住居址実測図および出土遺物実測図
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第5表　H5号住居址出土遣物観察表

Nn 種別 器種
法　　 皇 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備考 出土位置
口径（長）底径（幅）器高（厚） 内　　　 面 外　　　 面

1 弥生 大型婆 － 12 ．9 く13 ．2 〉 パケ日 パケ目→ヘラミガキ 完全実； 炉に使用

2 弥生 蛮
－ －

く1 1．2 〉 ヘラミガキ 櫛描波状文 （9 本） 回転実； I 区 ・炉に使用

3 弥生 璽 （2 8 ．8 ） － く7 ．9 〉 ヘラミカキ 櫛描波状文 （7 本）、櫛描波状文（口唇部）斉転実測 1 区 ・床

4 弥生 蛮 － 5 ．5 〈2 ．0 〉 ヘラミガキ ヘラミガキ 完全実測 Ⅳ区 ・床

5 弥生 墾 5 ．2 〈1．7 〉 ヘラミガキ ヘラケズリ→ヘラミガキ 完全実誤l Ⅳ区 ・床

6 弥生 蛮 － （6 ．4 ） 〈2 ．3〉 ヘラミガキ ヘラ三ガキ 回転実測 Ⅳ区 ・床

7 弥生 鉢 （10 ．2 ） （4 ．0 ） 6 ．1 ヘラミガキ、赤彩 ヘラミガ牛、赤彩 回転実測 Ⅳ区 ・床

8 弥生 鉢 （19 ．0 ）
－

〈7 ．0 〉 ヘラミガ辛、赤彩 ヘラミガキ、赤彩 回転実測 Ⅳ区 ・床

9 弥生 鉢 （14 ．4 ） － く4 ．3 〉 ヘラミガ牛、赤彩 ヘラミガ辛、赤彩 回転実測 Ⅳ区 ・床

10 弥生 高I不 － 12 ．3 〈4 ．5 〉 ヘラナデ （パケナデ） ヘラミガ牛、赤彩 完全実測 Ⅳ区 ・床

No． 諸種 素材 残存率 叢大長 最大幅 最大厚 重量 所見 出土位置

1 1 贋 ・敲石 輝石安山岩 8 ．3 3 7 2 ．8 1 3 7 ．9 正面 ・裏面にすり面、上端部に敲打痕 P 5

椚
田
◎

0　　（1・4）　10cm

10

第12図　H5号住居址出土遺物実測図

（5）H5号住居址
本住居址は、あ・い－21・22Grに位置する。ほぼ全体が昭和55年施工圃場整備の際に削平されて

いた。暗渠排水にも中央部分を破壊されている。形態は隅丸長方形を呈す。検出規模は北壁4．7m、

東壁検出部4．8m、西壁0．2mで、最深の壁残高は住居址北東コーナーで27cmを測る。主軸方位はN－

30－Wを示す。
Pl・P2の主柱穴は柱間2．6m（梁間）を測り北壁と平行に配置される。Plは長径42cm短径32cm

深さは43cm、P2は長径42cm短径30cm深さ33cmを測り、東西に長い。ピットの形状から柱は、H1号

住居牡と同じく割材が想定される。H1号住居址と同様に地盤のズレがPl・P2の断面で確認された。

床面下10cmで西方向のズレのようである。炉の北のP7は、深さ28cmで棟持柱とみられる。掘方は少
し南に傾いている。壁に寄ったP3・P4・P5は壁柱穴であろう。P3は18cmP4は31cmP5は31cmで

ある。床面は全体に非常に堅く敲き締められていて、平坦である。床直上を粘質強い黒褐色土が覆っ
ていた。

炉は主柱穴間中央の若干北寄りに設置され、径35cm深さ12cm円形を呈する。壷底部の形状に合わ

せた掘り込みに壷底部を、その2cm上に碧胴部片を置いた埋碧炉である。壷の下8層が焼けていた。

埋設された土器内には炭が多量に残っていた。

出土遺物は弥生土器と石器がある。1は、炉に使用された壷である。3はI区床面直上、4～10は
Ⅳ区床面直上、11はP5から出土した。2は、炉に使用された破片は明らかに火熟を受けた跡が伺え

るが、接合したI区北壁直下の床面直上から出土した破片にはその形跡がない。胴部に9本の櫛描波

状文が施文される。波状文は胴下部から上部へ、右から左へ施文されている。3は折返し口縁を持つ
要で、口唇部に櫛描波状文が口辺部から胴上部には不規則な櫛描斜走文が施される。4・5・6は婆

の底部である。7～9の鉢は7・9が内外面赤彩、8は無彩である。7は口縁部に2個穿孔がある。

以上の出土遣物から、本祉は弥生時代後期後半に位置づけられる。

－14－
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1屑　黒褐色土（10YR2／2）　ローム粒子・パミス含む。

2居　黒褐色士（10YR2／2）　柱痕。

3屑　黒褐色土（10YR2／2）　ロームブロック多故に含む。

4屑　灰負褐色土（10YR4／2）柱痕。

5眉　褐色土（10YR4／4）　ローム主体。

6屑　にぷい黄褐色土（10YR5／4）ロームブロック主軋

7屑　凧槻色土（10YR2／3）　焼土粒子僅かに含む。

8層　明褐色土（10YR5／8）　壌土。

9屑　暗褐色土（10YR3／3）　ロームブロック・パミス多故に含む。

第13図　H6号住居址実測図
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；房子・ぢ七二

標高704，00m
（1ニ80）

2m

1屑　黒褐色土（10YR2／3）　砂質も

2層　黒褐色士（10YR2／3）　黒褐色土の小ブロック少彙含む。

3層　極暗赤褐色土（5YR2／3）　焼土の′トブロック多矧こ含む。

4屑　黒褐色土（10YR2／3）　粘土ブロック少坑。焼土粒子徴鼠。

5屑．柴褐色⊥（10YR2／3）　粘土ブロック含む。

6屑．黒褐色土（10YR2／3）砂の小ブロック少韮含む。（床面）

7屑　黒褐色土（10YR2／2）砂の小ブロック少並含む。（床下埋め土）

第14図　H7号住居祉実測図および出土遺物実測図
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（6）H6号住居址

本住居址は、あ・い－13・14Grに位置する。炉およびPl付近を除きほぼ全体が撹乱を受けていた。

掘方の残存する範囲と主柱穴の位置や炉の在り方さらに出入り口施設の位置などから東西約7．6m南
北7mほどの住居址規模が推定される。Pl～P3の主柱穴が梁間・桁行とも柱間2．8mに配置されて

いる。P2東西に細長い楕円形で、Hl・H5号住居址同様割材の使用が考えられる。P6・Pllは

上屋を支えたものであろうか。P6～PlOは間仕切りの存在を思わせる。出入り口の施設としてP4・
P5がある。床下埋め土の下から検出されたP12は旧い出入り口の施設と見られる。P2が18cm・P4

が8cm・P6が8cm・P7が6cm・Pllが8cm・P12が4cmの柱痕が確認された。炉から東西壁間の
床面は非常に堅く敲き締められていて、平坦である。

炉は主柱穴間中央に配置されたと思われる。残存検出部の径86cmと大きく深さ10cmの円形を呈する
地床炉であった。炉の中央部は、小さく掘られ焼土が堆積していた。

遺物は非常に少なく図示可能なものはないが、出土した赤色塗彩された壷、内外面赤色塗彩の鉢・

高杯、櫛描斜走文が施された嚢片の特徴と住居祉の特徴から、本地は弥生時代後期に位置づけられよう。

（7）H7号住居址

本住居址は、A－53・54Grに位置する。東壁からカマドにかけて暗渠排水溝に、東壁の一部をH

25号住居址に壊されている。カマド付近で重複しているH8号住居址との新旧関係は、判然としない

が出土遺物の比較では、H8号住居址より本址が旧くなりそうである。未調査区域の南側では後世の

破壊が深く及んでいて、住居址の痕跡も兄いだせなかった。検出面は、全体層序第Ⅴ層の黒色土であ
り、床面下の掘方最深部も第Ⅴ層中であった。

平面規模は北壁検出部3．5m、東壁検出部1．4mを測る。平面形態は隅丸の方形を呈すると思われる。

壁残高は北壁カマド付近で最深22cmを測り、カマドを中心とする主軸方位はN－250－Wを示す。
Plは主柱穴と思われ検出部の径は40cm深さ23cmを測る。掘方は10cm前後で黒褐色土が埋められて

いた。その上面2～4cmの貼床が認められた。カマドは北壁の中央に設置されていた。東側の袖と

第6表　H7号住居址出土遺物観察衰

随 種別 器種
法　　 量 成形 ・調整 ・文様

備考 出土位置
口径 （長） 底径 （疇） 器高 （厚） 内　　　 面 外面

1 土師器 土不 13 ．0 7 ．7 4 ．8 ヘラミガキ、黒色処理 口緑ヨコナデ、ヘラケズリ 完全実測 ［区

2 土師器 杯 （16 ．0 ） － （4 ．9 ） ヘラミガキ □緑ヨコナデ、ヘラケズリ 回転実測 I区

3 土師器 蓮 2 3 ．9 〈15 ．6 〉 パケナデ→ヘラミガキ ヘラケズリ→ヘラミガキ 完全実測 I区

4 土師器 藍 （2 4 ．2 ） － く10 ．0 〉 ヘラミガキ ヘラケズリ→ヘラミガキ 回転実測 フク土

5 土師器 璽 （19 ．6 ） － く6 ．4 〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 ］区

6 土師器 聾 （2 2 ．4 ） 〈14 ．5 〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 フク土

7 須恵器 蛮
－ － － 当具癌→ナデ 平行タタキ 断面実測 フク土

l　／

0　　　（1・4）　　10cm

第15図　H8号住居址出土遺物実測図
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第7衰　H8号住居祉出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　。。

恥 種 別 器種

法量 成形 ・調整 ・文様
備考 出土 位置

口 径 （長） 底径 （幅 ） 器高 く厚 ） 内面 外面

1 須 恵器 土不 （14 ．0 ） － － ロ クロナ デ ロ クロナ デ 回転実 測 北 区

2 須 恵器 杯 － － －
ロ クロナ デ ロ クロナ デ 破 片実 測 両 区 ・ホ リ方

3 須 恵器 坤
－ －

ロ クロナ デ ロ クロナ デ 破 片実 測 両 区

4 須 恵器 士不 － （7 ．2 ） － ロク ロナ デ ロク ロナ デ、 底部へ ラ ケズ リ 回転実 測 ホ リ方

5 土 師器 杯 － －
ヘ ラミガ キ 、黒色 処王里 ヘラ ケズ リ 破 片実 測 ホ リ方

6 須 悪器 土不 （14 ．0 ） － － ロク ロナ デ ロク ロナ デ 回 転実 測 北 区

7 土 師器 蛮 （2 0 ．4 ） － － ヘ ラナ デ ヘ ラ ケズ リ 回 転実 測 床 面

1層　黒褐色土（10YR2／1）

黄褐色土少丑。北側に焼土小ブロック少汝。

0
標高703・6m
（1’80）

第16図　H8号住居址実測図

2m

煙道の一部が残る。石芯を粘土で被覆し

て構築されている。西側の袖部ピット寄
りに支脚石があった。石材は軽石である。

未調査区域断面に火床とみられる焼土の

堆積が確認された。

出土遺物には、土師器、須恵器がある。

1・5がカマド、2がカマド脇床面直上、
3がI区床面直上から出土した。杯1・

2は底部へラケズリされる。1は口辺部

が内題気味に立ち上がり内面が黒色処理
を施される。3・4は、土師器壷で球形

の胴部上半に最大径がある。外面へラケ

ズリ後へラミガキ、内面の口辺部付近が

へラミガキされる。5・6は土師器碧で
口縁部に最大径を有し、外面へラケズリ

される。

出土遺物から古墳時代後期7世紀に位

置づけられる。

（8）H8号住居址

本住居地は、A－53・54Grに位置する。全体に覆土が浅く、M16や撹乱にほとんど壊されており、
残存状況が非常に悪く、出土遺物も少ない。判断根拠に乏しくはなはだ不明確であるが、古墳時代後

期のH7号住居址とH26号住居址より新しく、平安時代のH22号住居址より旧いかと思われる。カマ

ドや柱穴も未確認であるが、住居址として扱った。東壁検出部1．9m南壁1．2m、壁残高2－8cmで床

は軟弱であった。
出土遺物少量で、小片を図示したので正確性に欠ける。2・4・5・6は掘方から出土した。1－

4は須恵器杯、4の底部はヘラケズリされる。5・6は土師器杯で6は外面へラケズリされ、内面黒

色処理が施される。7の土師器聾は床面から出土、「く」の字状の口緑部となろう。
奈良時代に位置づけられようか。

（9）H9号住居址

本住居址は、あ・い－57・58Grに位置する。中央を暗渠排水で破壊され、北壁の一部は未調査区
域に伸びる。形態は東西軸が若干長い隅丸方形を呈す。検出規模は北壁検出部1．2m、東壁検出部3．1

m、両壁4．6m、西壁3．9mで、最深の壁残高は住居址北西コーナーで26cmを測る。
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1層　黒褐色土（10YR2／3）

砂曹土。炭・灰少蓑。0．5～3cmの小破
砂含む。

2屑　黒褐色土（10YR2／3）
黒色土（IOYR3／1）ブロック多量。

3屑　暗褐色士（10YR3／3）

砂質士。
4層　黒褐色土（5YR2／1）

焼土・灰を含み、少迫の炭化物を含む。
5屑　黒褐色土（10YR2／3）

焼土・灰を含む。
6層　赤褐色土（25YR4／6）

火床

7屑　赤褐色土（2．5YR3／3）
砂質土で焼上粒子徴軋

8層　黒褐色土（10YR2／2）
砂質土。白色の砂微丑。

9層　黒褐色上（10YR2／3）

灰・焼土ブロック微衷。
10層　黒褐色土（5YR3／I）

粘質土。
11屈　黒褐色上こ（10YR2／2）

砂質土。（0．5～3cln）大の小破・砂粒含む。
（床下埋め土）

12層　黒褐色土（10YR2／2）
砂質十。黒色土ブロック・白色砂微鼠。

軸

∴∴
叫

標高703．40m
1m

F’

（1こ4）　　10cIu

第17図　H9号住居址実測図および出土遺物実測図
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第8表　H9号住居址出土遺物観察表

恥 種別 器種
法塁 成形 ・調整 ・文様 l 備考

出土位置
口径 （長） 底径 （幅） 器高 （厚） 内面 外面

1 須恵器 尊 － － ナデ 平行タダキ 回転実測 カマ ド、 Ⅱ区

随 器種 素材 残存率 最大長 最大幅 最大厚 重量 所見 出土位置

2 石器 白色軽石 9 ．5 5 ．8 3 ．3 9 1 ．4 正面にす り画 Ⅲ区

主軸方位はN－12。－Wを示す。Pl～P3が主柱穴で幾分壁際に寄っている。深さ26～35cmを測る。

掘方は10cm前後で黒褐色土が埋められ、床面は軟弱であった。
カマドは北壁のやや東よりに設置されていた。両袖と火床の一部を検出した。周溝は見られない。

出土遺物は、カマド内・付近から出土した1の酸化焔焼成の須恵器碧と2の磨石（軽石）が図示で

きた。他には分厚い土師器聾片があるが、本址の時期決定にはならない。

（10）Hl0号住居址

本住居址は、あ・い－57・58Grに位置する。遺構の南半分は調査区域外に伸びる。

形態は隅丸方形を呈すると思われる。検出規模は北壁4．1m、東壁検出部2．8m、西壁2mで、最深

の壁残高は住居址西壁で主軸方位はN－800－Eを示す。
Pl～P2が主柱穴で、Pl・P2の主柱穴は柱間2．7mを測りP2はやや西壁に近く配置される。Pl

は径30cmの円形で深さは23cm、P2は長径34cm短径30cm深さ18cmを測る。掘方はPl・P2の外側北壁

寄りと東壁寄りを10cmと浅めに、住居中央を35cm前後に深く掘られている。主に黒褐色の砂質土が埋
められていた。床面は軟弱で僅かPlとカマド周辺が固かった。

カマドは東壁に設置されていた。両袖の一部と火床が残る。石芯を黒色の粘質土で被覆して構築さ

第9表　H10号住居址出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　。m

lb 種別 器種
法　 皇 成形 ・調整 ・文様

備　 考 出土位置
口径（長）底径（幅）器轟く厚） 内　 面 外　 面

1 須恵器 ま不 13 ．9 6 ．0 4 ．4 ロクロナデ ロクロナデ ・回転糸切り （右） 完全実測 Ⅲ区、Ⅲ区床

2 須恵諾 土不 （13 ．6 ） 6 ．7 3 ．8 ロクロナデ ロクロナデ ・回転糸切り （右） 完全実測 Ⅲ区床

3 須悪器 杯 14 ．1 5 ．8 4 ．0 ロクロナデ ロクロナデ ・回転糸切り （右） 完全実測 Ⅲ区床・ホリ方

4 漠悪器 I不 （13 ．8 ） 6 ．7 3 ．3 ロクロナデ ロクロナデ ・回転糸切り （右） 完全実測 カマ ド

5 須悪器 士不 （14 ．6 ） （6 ．4 ） 3 ．9 ロクロナデ ロクロナデ ・回転糸切り （右） 回転実測 カマ ド

6 須恵器 土不 （14 ．4 ） （6 ．0 ） 4 ．1 ロクロナデ ロクロナデ ・回転糸切り （右） 回転実測 Ⅲ区 ・ホリ方

7 須恵器 士不 （14 ．0 ） （6 ．2 ） 4 ．1 ロクロナデ ロクロナデ ・回転糸切り （右） 回転実 確認面

8 須恵器 杯
－

（6 ．4 ） く3 ．7〉 ロクロナデ ロクロナデ ・回転糸切り （右） 回転実測 カマ ド

9 須恵器 土不 － 6 ．6 く2 ．6 〉 ロクロナデ ロクロナデ ・回転糸切り （右） 完全実測 I 区 ・ホリ方

1 0 須悪器 士不 （13 ．8 ） － く3 ．0 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測、内外・火だすき痕 Ⅲ区

1 1 須悪器 冨芝 － 7 ．2 く7 ．0 〉 ロクロナデ ロクロナデ、回転糸切り→高台貼付 完全実測 中央床

12 須恵器 宝ヨ － 4 ．4 〈1．9 〉 ロクロナデ ロクロナデ、回転糸切 り→高台貼付 完全実測 I 区

13 土師器 ‡不 （1 3 ．1） 7 ．2 3 ．9 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ ・回転糸切 り （右） 完全実測 Ⅳ区 ・ホリ方

14 土師器 土不 － 5 ．8 〈2 ．8 〉 ヘラミガ午、黒色処理 ロクロナデ ・回転糸切 り （右） 完全実測 カマ ド

15 土師器 碗 － 7 ．2 く1 7 〉 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、回転糸切り→高台貼付 （欠損） 完全実 カマ ド

16 土師器 土不
－ 6 ．9 く3 ．3 〉 ヘラミガ羊、黒色処理 ロクロナデ ・回転糸切り （右） 完全実 カマ ド

17 土師器 土不 （17 ．0 ） － く4 ．2 〉 ヘラミガ羊、黒色処理 ロクロナデ 回転実測 Ⅲ区 ・ホリ方

18 土師器 i不 （13 ．2 ）
－

く3 ．6 〉 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ 完全実測 Ⅲ区

19 土師器 碗 15 ．9 7 ．6 5 ．7 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、回転糸切り→高台貼付 完全実測 Ⅱ区床

2 0 土師器 高台付皿 14 ．2 7 ．3 3 7 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、回転へラケズリ→高台貼付 完全実測 カマ ド

2 1 土師器 高台付皿 13 ．0 6 ．7 3 ．0 ヘラ三ガ辛、黒色処理 ロクロナデ、回転糸切り→高台貼付 完全実測 カマ ド

2 2 土師器 高台付皿 15 ．0 7 ．0 2 フ ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、回転糸切り→高台貼付 完全実測 Ⅲ区床、P 2

仙 器種 素材 残存率 最大長 最大幅 最大厚 重量 所見 出土位置

2 3 磨石 輝石安山岩 13 ．1 13 ．0 5 7 13 5 7 ．8 被熱あり Ⅲ区 ・ホ リ方

2 4 釘 鉄 （5 ．8 ）1．2 5 0 ．4 5 カマ ド

2 5 釘 鉄 （3 ．7 ）（0 ．7 ）（0 ．8 ） カマ ド
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1層　黒褐色土（10YR2／3）

2屑　黒褐色土（10YR2／3）

3屑　黒褐色士（10YR2／3）

4屑　暗褐色土（】OYR3／3）

5屑　黒褐色土（10YR2／3）
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砂質こし・黒色土（10YRl・7／1）の小ブロック少払　6屑　黒褐色土（10YR2／3）砂賢土。
′ト礫（0．5～2Ⅷト白色軽石少丑。

灰と炭多丑に含む。

炭多址に含む。

粘質土。砂りト礫（5cm以下）含む。

粘質の鼠色土（10YRl．7／1）含む。

砂貿土。

．＝7

′

炭・白色砂粒子（10YR5／1砂質士。）（床下埋め上）
7層　果褐色土（10YR2／3）　炭多正。（床下埋め土）

8層　果褐色土（10YR2／3）砂質こし（床下埋め土）

ノ　車
第18図　H10号住居祉実測図および出土遺物実測図
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第19図　Hl0号住居址出土遺物実測図

れている。石材は烙結凝灰岩・安山岩であった。火床の端には支脚石が伺える小ピットがある。

出土遺物には、須恵器、土師器、石器、鉄器がある。4・5・8・14・15・16・20・21・24・25が

カマド、1～3・11・19・22が床面、6・9・13・17・23が掘方から出土し、他は覆土一括である。
1－10は須恵器杯で、1－9底部が回転糸切り痕がみえる。11は須恵器壷、12は小ぶりの須恵器壷

である。いずれも回転糸切り後高台貼り付けされる。13・14・16は土師器杯で、回転糸切り痕がみえ

る。15・19は土師器碗で回転糸切り後高台を貼り付けている。20～22は土師器高台付皿で回転糸切り

後高台を貼り付けている。13～22はすべて内面黒色処理を施される。22は磨石で側面2カ所に被熱し
ている。24・25の鉄器は鉄釘であろうか。

本址は平安時代9世紀前半に位置づけられる。

（11）H11号住居址
本住居址は、あ・い－59～61Grに位置する。住居南部を暗渠排水で破壊され、中央部は安全対策

で未調査部分である。北東コーナー付近をH19号住居址に壊されている。

形態は隅丸方形を呈す。検出規模は北壁4．6m（復元4．8m）、東壁4．6m（復元4．8m）、南壁5m、
西壁4．8mで、最深の壁残高は住居北西コーナーで30cmを測る。主軸方位はN－80－Wを示す。P2

～P3が主柱穴で柱間2．7mを測り、P2は長径56cm短径50cmのほぼ円形で深さは63cm、P2は径約48
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1層　黒褐色土（10YR2／3）
砂が主。砂貿土。園く締まる。
小礫（0．5～2cIu）多丑。

2層　黒褐色土（10YR3／2）
砂が主。砂質土。

3屑　黒褐色土（10YR3／2）
砂質土。

4屑　黒褐色土（10YR2／3）
砂質土。

5層　黒褐色土（10YR3／1）

黒色粘質土ブロック少量。小磯・焼土粒子を含む。

6層　黒色土（10YRl．7／1）
炭化物多丑、焼土粒子を含む。

7層　暗赤褐色土（5YR3／3）

焼土。

8屑　照褐色土（5YR3／1）
黒色土多虫、粘土ブロック微立。

9屑　黒褐色土（10YR3／2）

粘土ブロック多量に含む。

10屑　極暗赤褐色土（5YR2／4）

粘土ブロック少数焼土粒子微正。

11屑　黒褐色土（10YR2／2）

砂が主。砂質土。′ト礫（0．5～3cIn）多軋

12屑　黒褐色土（10YR2／3）

砂質土。黄色砂粒子含む。

標高703．6m
（1こ80）

1

♂

ヽ

涌

出

2m

（1こ4）

第20図　H11号住居址実測図および出土遺物実測図
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第10表　Hl1号住居址出土遺物観察表

随 種別 器種
法　 皇 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備考 出土位 置
口 径 （長） 底径 （幅 ） 器 高 （厚 ） 内　 面 外　 面

1 須恵 器 蒸 （1 8 ．4 ）
－

〈L B 〉 ロ クロナ デ ロ ク ロナデ 回転実 測 フク土

2 須恵 器 昏
－ － －

当異痕 タタ キ 断 面実 測 Ⅳ 区

3 須君 器 獲
－ － 当具痕 タタ キ 断 面実 測 フ ク士

4 須悪 器 蛮 － － － 当 異痕 →ナ デ タタ キ 断 面実 測 撹乱

5 土師 器 士不 （2 2 ．6 ） 〈4 ．2 〉 ヘ ラミ ガキ 、黒 色処 理 ヘ ラケ ズ リ 回 転実 測 カ マ ド

6 土師 器 蛮 1 6 ．2 － く15 ．5 〉 ヘラ ナデ ヘ ラケ ズ リ 完 全実 測 P l

7 土師 語 婆 （2 4 ．8 ） － 〈15 ．5 〉 ヘ ラ ナデ ヘ ラケ ズ リ 回 転実 測 カマ ド、 幾乱

山
．

肇
、
使
さ
l
〟
≠
．

標高703．6m
（j・40）　　1m

第21図　Hl1号住居址カマド実測図

叫
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cm深さ48cmを測る。P4・P5は掘方から確認された。カマドの東脇のPlには、底部欠損する土師器

碧（第20図6）が置かれ貯蔵穴であろうか。
掘方は住居中央部付近が10cm前後、周辺は2－5cmと浅めに掘られている。主に黒褐色の砂質土が

埋められていた。床面は平坦であるが軟弱である。

カマドは北壁に設置されていた。両袖・煙道の一部と火床が残る。石芯を黒褐色の粘質土で被覆し

て構築されている。石材は烙結凝灰岩・安山岩であった。
出土遺物には、須恵器、土師器がある。5・7はカマド、6はP1、2はⅣ区、他は覆土一括出土

である。1は須恵器蓋でかえりを有する。5は内面黒色処理される土師器杯。6は土師器壷、7はロ

縁部に最大径を持つ土師器碧である。

本址は、8世紀中葉に位置づけられよう。
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1層＋某褐色士（10YR2／3）

砂が1二。砂質十。固く締まる。

小礫（0．5～2cm）多Ⅱ。

2層　牡褐色土（10YR2／3）

砂質こし。小感・黒褐色土の

Jトブロック少壮。

3屑　黒褐色士（10YR3／1）

砂質土。焼士粒！・多是、

炭化物微量。

′1屑　黒褐色上（5YR2／2）

砂質で、炭化物鍬批

5層　黒褐色しこ（5YR3／1）

砂質土。粘土ブロックを含む。

6屑　黒褐色土（10YR2／2）

砂質」こ。

7層　黒褐色土（10YR2／2）

砂質土。白砂のブロック・

0．5～1cm大のノト礫を含む。

（床下埋め＿しこ）

′

第22図　H12号住居址実測図および出土遺物実測図
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第23図　H12号住居祉出土遺物実測図

第11表　H12号住居址出土遇物観察衷

12

0　　　　（1ニ4）　　10clu

Na 種別器種
法埜 成形・調整・文様

備考 出土位置
口径（長）底径（幅）器高（厚） 内面 外面

1須恵器士不 14．6 5．9 4．0 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り（右） 完全実測 カマド

2 須恵器士不（15．0）6．5 4．4 ロクコナデ ロクロナデ、底部回転糸切り（右） 完全実測 カマド

3 須恵器士不（14．0）6．7 4．2 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り（右） 完全実測 Ⅱ区床

4 須悪器士不 6．8 く2．8〉 ロクロナデ 田クロナデ、底部回転糸切り（右）完全実測、夕卜火だすき痕確認画

5 須恵器士不（12．4）－ く3．8〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 カマド

6 土師器土不（16．4） く3．4〉ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ 回転実測 カマド

7 土師器藍 － 5．4 く6．4〉 ヘラナデ ヘラケズリ 完全実測 フク土

8 土師器蛮 （14．0） － 〈3．0〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 確認面

9 須恵器案 － － ロクロナデ 櫛描波状文 断面実測 カマド

10須粟器竪 － － － 当具痕 平行タタキ 断画実測 カマド

11須悪器蛮 － － 〈5．8〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測、内外・自然柚付着I区

12須恵器
高台付杯

（転用現）
（1し2）

－
〈1．4〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り 回転実測、底部炭付着 I区

（12）H12号住居址

本住居祉は、あ・い－62・63Grに位置する。住居址南部を暗渠排水で破壊され、中央部は安全対
策で未調査部分である。両壁中央付近をP38に壊されている。

形態は隅丸方形を皇す。検出規模は北壁4．2m、東壁4m、南壁3．9m、西壁4．6mで、最深の壁残

高は北壁で25cmを測る。

主軸方位はN－20－Wを示す。Pl～P2が主柱穴で柱間2mを測り、Plは径32cmのほぼ円形で
深さは22cm、P2は径46cm深さ15cmを測る。

掘方は5～10cmと全体に浅めに掘られている。主に黒褐色の砂質土が埋められていた。床面は平坦

であるが埋め土が砂質のためか軟弱である。

カマドは北壁に設置されていた。両袖・煙道の一部と火床が残る。石芯を黒褐色の砂質土と粘土で
被覆して構築されている。石材は熔結凝灰岩・安山岩であった。

出土遣物には須恵器、土師器がある。1・2・5・6・9・10はカマド、3は中央の床面、11・12
はI区、他は覆土一括出土である。

1－5は須恵器杯で、1～4の底部に回転糸切り痕がみえる。9・10は須恵器碧である。11は須恵
器四耳壷、12は須恵器高台付杯であるが底部外面滑らかで炭が付着しており、転用硯とみられる。6

は土師器杯か碗で、内面黒色処理を施される。7・8は土師器の武蔵肇である。
本址は平安時代9世紀前半に位置づけられる。

（13）H13号住居址

本住居址は、い・うー64・65Grに位置する。住居址南部を暗渠排水、南西部を撹乱で破壊されて
いる。H19号住居址と西壁部分でM19号溝状遺構と中央から東側が重複している。いずれよりも本址

が新しい。北壁部分は、安全対策で未調査である。

－26－
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1屑　黒褐色士（10YR3／2）

炭化物徴丑、小康（05～1cm）少払

2屑　黒褐色土（10YR2／2）

炭化物、小礫（0．5～1cm）含む。

3屑　怒褐色上（10YR2／2）
砂質土。

、＼こ二ゝ一差
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冊
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18　　　0　　（14）　10cm

第24図　H13号住居祉実測図および出土遺物実測図
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第12表　H13号住居址出土遺物観察表 cm

No．種別 器種
法　量 成 形・調　整・文　様

輝　睾 出土位置
憤藤‡長さ薄縁薄軒・藩萬鴻約 示嶺 、料　 料、

1 須恵器 士不 － 6．6 〈3．2〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り（右） 完全実測 Ⅲ区

2 須恵器 士不 － 6．2 〈1．6〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り（右） 完全実測、外・火だすき痕 Ⅲ区

3 須恵器 士不 （13．2） － 〈2．9〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 Ⅲ区

4 須恵器 士不 （11．4） （6．4） （3．7） ロクロナデ 休部下端底部・1回転へラケズリ 回転実測 Ⅲ区

5 須恵器 士不 （14．4） （8．0） （4．2） ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り 回転実測 I区

6 須恵器 士不 （15．0） （6．4） （4．7） ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り（右） 回転実測、外・火だすき痕 Ⅲ区

7 須恵器 士不 （14．0） － 〈3．6〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 Ⅲ区

8 須恵器高台杯 － （7．2） 〈1．5〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り→高台貼付 回転実測 Ⅳ区

9 須恵器 士買宣 － － 〈6．5〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 Ⅳ区

10 土師器 士不 （14．4） （6．0） （4．0） ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ→底部回転糸切り（右） 回転実測 Ⅲ区

11 土師器 士不 － － 〈2．5〉 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ 破片実測、墨書 Ⅳ区

12 土師器 士不 （14．4） － 〈3．0〉 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ 回転実測 Ⅲ区

13 土師器 士不 － （6．4） 〈1．4〉 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ 回転実測 Ⅲ区

14 土師器 碗 － － 〈1．8〉 ヘラミガキ、黒色処理 底部回転へラケズリ→高台貼付（欠損） 回転実測、外・墨書 Ⅲ区

15 土師器 碗 － － 〈1．5〉 ヘラミガキ、黒色処理底部回転糸切り（右）→高台貼付（欠損）回転実測、ヘラ記号あり Ⅲ区

16 須恵器 薙
瓦 － － 〈6．8〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 Ⅲ区

17 須恵器 薙：瓦 － － － 円心円文の当異痕 平行タタキ 断面実測 I区

18 須恵器 薙
二瓦 － － － 当異痕→ナデ 平行タタキ 断面実測 Ⅲ区

19 須恵器 薙
瓦 － － － ロクロナデ ロクロナデ、突帯貼付 断面実測 Ⅲ区

20 ［土師器 夢在瓦 （16．0） － 〈7．0〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 I区、Pl

21 土師器 薙
瓦

（17．6） － 〈7．7〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 Ⅲ区床、Ⅲ区

22 土師器 夢匡
二云石 － （4．6） 〈4．8〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 Ⅲ区

形態は隅丸方形を呈すると思われる。検出規模は、東壁3．6m、両壁検出部2m、西壁検出部1。8

mで、最深の壁残高は東壁で36cmを測る。南北に主軸を想定すると、方位はN－150－Wを示す。P
l～P3が主柱穴で東西。南北の柱間1．8mを測り、Plは長径40cm短径36cmのほぼ円形で深さは30cm、

P2は径52cmの円形深さ27cmを測る。P3は径46cmの円形で深さ34cmを測る。掘方は5－10cmと全体に

浅めに掘られている。主に黒褐色の砂質土が埋められていた。床面は平坦である。周溝はみとめられ
ない。

1。2。16。18がⅡ区床面から5cm上、20がPl、他は覆土一括出土で、Ⅱ区からの出土が多い。

1～6は須恵器球で、1．2e5。6の底部に回転糸切り痕がみえる。8は須恵器高台付杯で、7
は酸化焔焼成の須恵器埠である。10～15は、内面黒色処理される。11は、判読不明の墨書。20。21は、

口縁部「コ」の字状の土師器武蔵碧である。4は休部下位。底部へラケズリで混入である。

出土遺物は、聖原遺跡奈良平安時代Ⅴ期に比定され、本牡は平安時代9世紀前半に位置づけられる。

（国）日用胃住居址

本住居址は、うeえー73Grに位置する。D15号土坑に北東壁部分を破壊される。D19e33。34号
土坑とH16号住居址と重複し、本址が新しい。

形態は隅丸長方形と思われる。検出規模は、北壁残存部2．2m（復元3m）、東壁検出部1．6m、西
壁検出部2．8mで、最深の壁残高は北壁で17cmを測る。

主軸方位はN－880－Eを示す。規則的な柱穴はない。Plは長径50cm短径40cm深さは22cmを測る。

Plとカマド間に2個土坑状の落ち込みがあった。東側からは炭が多量に出土した。西側は長径100
cm以上短径90cm深さ30cmを測る。内部最下層はロームブロック多量に含み、人為的堆積とみられる。

上部に炭化物多量含む11層と多量の炭化物にロームブロックが混じる堆積10層がある。底面直上から
第25図の灰和陶器小瓶が出土した。カマド西側の床面上に多量の灰と炭の堆積がみられた。
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灰寒由陶器小瓶（H14号住居址付属Dl出土）
底径5．3cm

残存高9．5cm
灰粕漬け掛け

底部右回転糸切り
施粕範囲の胴部上半に馬（鹿）・

雲・花・文字？（記号？）・雲・
馬（鹿）・雲が印刻されている。

0　　　（1こ1）　　2．5cm

第25図　H14号住居址出土遣物実測図
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勿勿
標高702．90m

（1こ80）

1層　黒褐色土（10YR3／1）

パミス・黄色ローム粒子微量。

2層　黒色土（10YR2／1）
炭（灰を含みネトッとした炭）。

3眉　黒褐色士（10YR2／3）

黄色ロームプロッタ多量。パミス少韮含む。

4層　黒色土（10YR2／1）

炭（灰を含みネトッとした炭）。2屈に似る。

5層　黒褐色土（10YR2／3）
炭多量、焼土ブロック・パミス含む。

6層　黒褐色土（10YR2／3）
パミス多量、炭化物を含む。

7層　黒色土（10YR2／1）
パミス少量。

8層　黒褐色土（10YR2／2）
炭・灰・焼土粒子多虫に含む

9層　黒色土（10YR2／1）
炭化物・焼土ブロック・黄色ローム粒子含む。

10屑　暗褐色土（10YR3／3）
炭化物多虫、黄色ロームブロックを含む。

2m

d
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彪

頚　緊
標高702．90m

（1ニ20）　　　0．5m

11層　黒色土（10YR2／1）
炭化物多量に含む。

12層　暗褐色土（10YR3／4）

黄色ロームブロック多量、
炭化物微量に含む。

13層　暗褐色土（10YR3／3）

黄色ローム粒子、
黄色ロームブロック含む。

14層　黒褐色士（10YR2／3）
黄色ロームブロック、
パミスを含む。

第26図　H14号住居址実測図
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第13表　H14号住居址出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　。。

馳 種別 器種
法　 要 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備考 出土位置
口径 （長）底径（幅）器高（厚） 内　 面 外　　 面

1 灰和陶器 小瓶 － 5 ．3 く9 ．4 〉 ロクロナデ ロクロナデ、施粕 （つけがけ）、底部付近へラケズリ、底部回転糸切り （右）完全実測 D l

2 須棄器 士不 － （7 ．4 ） く2 ．2〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 皿区

3 土師器 土不 （13 ．0 ） － く3 ．4 〉 ロクロナデ コクロナデ 回転実測 フク土

4 土師器 土不 （12 ．6 ） （5 ．8 ） 4 ．3 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り （左） 回転実測 Ⅳ区

5 土師器 土不
－

（6 ．4 ） 〈1．2 〉 ミガキ→黒色処理 ヘラケズリ 回転実測 検出面

6 土師器 杯 （14 ．1） （4 ．8 ） 4 ．5 ミガキ→黒色処理 ロクロナデ 回転実測 フク土

7 土師器 鉢 （2 3 ．6 ）
－

く8 ．0 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 カマ ド

8 土師器 蛮 （17 ．6 ） － 〈8 ．2 〉 胴部へラナデ ロクロナデ 回転実測 フク土

9 土師器 畢 （2 3 ．9 ） － 〈6 ．5 〉 胴部へラナデ ロクコナデ 回転実測 D 2

10 土師器 要 － （7 ．1） く4 ．1〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実演l フク土

1 1 土師器 楚
－

（6 ．2 ） 〈6 ．7 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 P l

、＼　J　望′5

l

0　　　（1．4）　　10C皿

第27図　H14号住居址出土遺物実測図

掘方は全体に浅いがカマドからPlにかけて深く、ロームブロック合をむ黒褐色土が埋められてい
た。その上面にはほぼ全面に敲き床が認められ、平坦である。

カマドは東壁に設置され、石芯を想定させる袖部のピットが検出された。周溝はみとめられない。

出土遺物には須恵器、土師器、灰粕陶器がある。1がD1、9がD2、7がカマド、11がPl、他

は覆土出土。2は須恵器杯、3～6は土師器杯、5・6は内面黒色処理、2・4は底部回転糸切り5
は回転糸切り後へラケズリされる。7は大型の土師器鉢で口径23．6cmを測る。8・9・11は土師器ロ

クロ碧で8・9は胴部に最大径がある。いずれも被熱の影響であろうか、固さが際だっている。3・

4・9・10・11には、灰が付着している。第25図1の灰粕陶器小瓶は、底径5．3cm残存高9．4cmを測る。

施粕は漬けがけで施和前に動物2頭、印刻花文、雲文、不明文が印刻されている。

第14表　H15号住居祉出土遣物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　。m

他 種別 器種
法　 量 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備考 出土位置
口径 （長） 底径 （幅） 器高 （厚） 内　 面 外　 面

1 須恵器 土不 （12 ．0 ） － く3 ．2 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 Ⅱ区

2 須恵器 I不
－

（7 ．1） く2 ．1〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部へラケズリ 回転実測 フク土

3 須恵話 蛮 － （14 ．5 ） 〈17 ．6 〉 当異痕→ヘラナデ 胴部タタキ 完全実測 Ⅲ区
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炭化物多丑、焼土粒子・黄色ロームブロック微嵐
炭化物多蕊、パミス微鼠。
炭化物少臥パミス多丑に含む。

炭化物多量、黄色ローム粒子徴盟、
焼土粒子含む。

5屑　赤褐色土（5YR4／8）　焼こし（火床）
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（180）　　2m

6層　黒褐色土（10YR3／1）粘土ブロック多鬼、炭化物多重に含む。
7屑　黒褐色土（10YR2／3）　黄色ロームブロック、

炭化物、焼士粒子少虫を含む。
8屑　黒褐色士（10YR2／3）　ロームブロック、パミス含む。（破き床）
9層　黒褐色土（10YR2／3）

10屑　黒褐色土（10YR2／3）　ロームブロック、炭化物少乳（床下埋め士）

第28図　H15号住居址実測図および出土遺物実測図

出土遺物は聖原遺跡奈良平安時代Ⅵ期に比定される。本址は9世紀後半に位置づけられる。

（15）H15号住居址

本住居址は、う・えー69・70Grに位置する。F7P4に西壁一部分を破壊される。南半分は調査区

城外に延びる。形態は隅丸方形と思われる。検出規模は、北壁3．8m、東壁検出部1．8m、西壁検出部
1．2mで、残存状態良好でなく、壁残高は2－5cmであった。主軸方位はN－20－Wを示す。ピット

は7個（P7は床下から）あるが、明確な柱穴はない。本址より新しいものもあろう。掘方は全体に

浅く、その上面にはほぼ全面に敲き床が認められ、平坦である。カマドは北壁に設置されていたこと
が、焼土が堆積した火床の存在から想定できる。周満がカマドを除く壁下にみとめられた。
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標高703．00m
（1こ80）　　21n

Q／

一一I、

1層　黒褐色土（ユOYR3／1）　炭化物多盛、パミス微速。

2層　にぷい赤褐色土（5YR4／3）　ローム・粘土・焼土ブロック、

炭含む。

3屑　極暗褐色土（75YR2／3）　焼土粒了・微丑。

4層　黒褐色土（10YR2／3）　焼土粒子・炭化物微量。

5層　黒褐色土（10YR2／2）　パミス微量。

6屑　黒褐色土（10YR3／2）　パミス少量。

7屑　暗褐色土（10YR3／3）　黄色ロームを含む。

8層　にぷい赤褐色土（5YR5／4）灰を主とし、焼土を含む。

9屑　赤褐色土（2，5YR4／8）煉土（火床）

10層　黒褐色土（5YR2／1）　炭化物少丑、焼士粒子微立。

11層　黒褐色土（75YR3／3）　炭化物少量、粘土ブロックを含む。

12層　灰黄褐色土（10YR4／2）　黄色ロームブロック・炭化物微乱

13層　黒褐色土（5YR3／1）　炭化物多量。

14屑　灰黄褐色土（10YR4／2）　粘土ブロック・ローム粒子含む。

15層　黒褐色土（10YR2／3）黄色ローム㌧パミス少丑、炭化物微量。

上面固く締まる。（放き床）

16屑　黒褐色土（10YR3／2）　パミス少丑。（床下埋め土）

第29図　H16号住居址実測図および出土遺物実測図

－34－

0　　　（1こ4）　　10cm



ノ

＿匠）＿』
L J

0　　　（1・2）　　5cm

＼膨

第30図　H16号住居址出土遺物実測図

出土遺物は須恵器が図示できた。2は酸化焔焼成の須恵器杯で底部へラケズリされる。口縁部「く」

の字状に外反する土師器賓もみられる。少ない遺物で明確ではないが、奈良時代の所産であろうか。

（16）H16号住居址

本住居址は、うー72・73Grに位置する。北東コーナーから南壁にかけて撹乱溝に、南側大半をH
14・D15に破壊される。D19寄りは新しい。形態は隅丸方形と思われる。検出規模は、北壁検出部

3．2m、東壁検出部1．6m、西壁検出部1．2mで、残存状態良好でなく、壁残高は2～9cmであった。

主軸方位はN－320－Wを示す。ピットは2個あるが、明確な柱穴はない。Plはカマド脇にあり貯
蔵穴であろうか。掘方は中央から東側と南側が深く黒褐色土が埋められていた。その上面にはほぼ
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第15表　H16号住居址出土避物観察表

Nn 種別 器種
法　 塁 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出土位置
口径（長）底径（幅）器高（厚） 内　 面 外　 面

1 須恵器 芸 （16 ．4 ） 3 ．4 ロクロナデ ロクロナデ、天井部回転へラケズ リ 回転実測 カマ ド

2 須恵器 蓋 （16 ．0 ）
－

〈2 ．3 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測、内外 火だすき痕 カマ ド、カマ ド付近

3 須恵器 蓋 （15 ．8 ）
－

く3 ．2 〉 ロクロナデ ロクロナデ、天井部回転へラケズ リ 回転実測、内外・火だすき痕 カマ ド

4 須恵器 士不 13 ．7 6 ．5 4 ．0 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り （右） 完全実測 P 2

5 須悪器 ±不 － 5 ．9 く3 ．0 〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り （右） 完全実測 カマ ド付近

6 須宕器 士不 － （6 ．6 ） 3 ．5 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り （右） 回転実測 カマ ド

7 須恵器 士不 （6 ．0 ） 〈2 ．5 〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り 回転実測、内外・スス付着 カマ ド

8 須恵器 土不 （6 ．4 ） 〈2 ．8 〉 ロクロナデ ロクコナデ、底郡回転糸切 り 回転実測、内外・火だすき項 カマ ド

9 須恵器 土不 － （6 ．4 ） 〈2 ．2 〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切 り 回転実測、内外・火だすき痕 カマ ド付近

10 土師器 I不 （18 ．0 ） （7 ．9 ） （6 ．2 ） ヘラミガキ ロクロナデ、休部下端 ・底部へラケズ リ 回転実測 カマ ド付近

1 1 須恵器 竪 （2 8 ．0 ）
－

く12 ．0 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実三 カマ ド付近、 P l

1 2 須悪罵
－ － 当異痕一→ナデ 平行タダキ 断面実演 カマド

1 3 須恵器 － － － ロクロナデ ロクロナデ 断面冥誤 カマド

14 須悪器 宣E （12 ．4 ）く10 ．4 〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転へラケズリ→高台貼付 回転実演 カマ ド付近

15 須悪器 空 － － ロクロナデ ロクロナデ 断面実測 カマ ド付近

16 須恵器
－ － － 当具痕→ナデ 平行タタキ 断面実測 カマ ド付近

17 土師器 塗 （19 ．4 ） － く16 ．0 〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 カマ ド、カマ ド付近

18 土師器 璽 （19 ．6 ） － く7 フ〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 カマ ド

19 須恵器　 甑 ［ 4 ．4 く3 ．1 〉 ヘラナデー→ヘラミガキ ヘラミガキ 完全実測 ホリ方

Nn 器種 素材 残存率 最大長l最大嘲最大司 重量 所見 出土位置

2 0 丸とも 蛇紋岩 2 ．6 l 3 ．5 l o 引 14 ．3 5 カマ ド

全面に固く締められた敲き床が認められ、平坦である。カマドは北壁に設置されていたが、ほとんど

形をとどめていない。火床下の掘方は深く30cmを測る。出土遺物には須恵器、土師器、石製品がある。

4がP2、19が掘方、他はすべてカマドおよびカマド付近から出土した。1～3は須恵器蓋、4～9

は須恵器杯ですべて底部回転糸切り、10は土師器鉢で口径18cm、休部下端と底部がへラケズリされる。
17・18は土師器武蔵賓で、17は「コ」の字状口縁を持つ。11・13・15は須恵器要11は広口で短い口縁

を有す。14は須恵器壷であろう。20は石製の丸鞘で、縦（表2．4cm、裏2．5cm）横（表3．3cm、裏3．4cm）
厚さ0．8cm重さ14．34gを測る。

出土遺物は聖原遺跡奈良平安時代Ⅴ期に比定される。本址は9世紀前半に位置づけられる。

（17）H17号住居址

本住居址は、い・うー65・66Grに位置する。H13と撹乱に東壁の上部を、西壁の多くを撹乱で壊
されている。形態は隅丸方形と思われる。検出規模は、北壁4．1m、東壁検出部3．4m、西壁検出部3．

6mで、最深の壁残高は北壁で70cmを測る。主軸方位はN－60－Wを示す。Pl～P4が主柱穴で南
北の柱間3．2m東西の柱間1．8mを測る。北壁の外にあるP5・P6も上屋を支える柱穴であろう。

掘方は10cm前後で主ににぷい黄褐色土が埋められていた。床面は平坦で敲きの床は2～10。mと厚い。

カマドは北壁に設置されていた。両袖・煙道の一部と火床が残る。掘方の小ピットから石芯がうか
がえる。白色粘土含む黒褐色土と暗褐色土で被覆して構築されたであろう。

第16表　H17号住居址出土遺物観察表

仙 種 別 器種
法 量 成形 ・調 整 ・文様

備考 出土位 置
口 径 （長） 底径 （幅 ） 器 高 （厚） 部 位 外面

1 須恵 器 雲 （18 ．0 ） く2 ．6 〉 ロ クロ ナデ ロク ロナデ 、天 井部 回転 へ ラケ ズ リ 回転実 測 フ ク土

2 須恵器 士不 － （8 ．1） く1 フ〉 ロ クロ ナデ ロク ロナ デ 回転実 測 、内外 ・火だ すき痕 Ⅲ区

3 須 恵器 i不
－

（8 ．6 ） く1 ．4 〉 ロ クロナ デ ロク ロナ デ、底 部へ ラケ ズ リ 回 転実 測 Ⅳ区

4 須 恵器 坤
－ （8 ．4 ） （4 ．5 ） ロ クロナ デ ロク ロナ デ、底 部へ ラケ ズ リ 回 転実測 Ⅲ区

5 土 師器 土不 （14 ．0 ）
－

〈3 ．1〉 ヘラ ミ ガキ ヘ ラ ミガキ 回転 実測 フ ク土

6 土 師器 鉢 － －
く3 ．4 〉 ヘ ラナ デ ヘラ ケズ リ→ ヘラ ミガ キ 回転 実溺 Ⅲ区

7 土 師器 婆 （1 9 ．6 ）
－

く4 ．2 〉 ヘ ラナ デ ヘ ラケ ズ リ 回転 実測 フク 土

8 土 師器 璽 （16 ．8 ） － く10 ．3 ） ヘ ラナ デ ヘ ラケ ズ リ 回転 実； ロ区、 Ⅲ区

9 灰 粕陶 器
－ － － ロク ロナ デ ロ クロ ナデ 回転 実演 Ⅱ区
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標高703．50m

O　　（1・80）　　2m

1層　黒褐色土（10YR2／3）

炭化物・パミス微立。

2屈　黒褐色土（10YR2／3）

炭化物・パミス・少礫含む。

3屑　極暗赤褐色土（5YR2／4）

焼土粒子・焼土ブロック多塩。

黒色土・炭化物ブロックと灰

を含む。

4屑　黒褐色土（10YR2／3）

黒色土の小ブロック・炭少丑。

5層　黒色土（10YRl．7／1）

有機物が腐食したような粘質あり。

6屑　暗赤褐色上（5YR3／4）

炭化物・煉土ブロック・焼士多並。

7屑　極暗赤褐色土（5YR2／4）

黄色ロームブロック・黒色土

ブロック含む。

8屑　暗褐色土（10YR3／4）

焼土ブロック微丑、黒色土

ブロック含む。

9層　黒褐色土（10YR2／3）

少礫、白色粘土ブロック少量含む。

10層　暗褐色土（10YR3／4）

少礫・黄色ロームブロック・黒色土

プロッタ含む。

11層　黒褐色土（10YR2／2）

黄色ローム粒子・パミス少虫、

黒色土の小ブロック含む。（敲き床）

12厨　にぷい黄褐色土（10YR4／3）

黄色ローム粒子・黒色土の小ブロック含む。
（床下埋め土）

■．／．・．　．－′、．　－

＿ノ 0　　　（1ニ4）　　10Cコ

第31図　H17住居址実測図および出土遺物実測図
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0　　　（1こ4）　10cm

第32図　H17住居址出土遣物実測図

出土遺物には須恵器、土師器がある。9が2層上部、他はすべて覆土一括出土である。1は須恵器

蓋、2～4は須恵器坪で2・3が底部回転へラケズリ、4は手持ちへラケズリされる。5は土師器杯
で休部外面と底部・内面がへラミガキされる。7は土師器碧で、6は土師器壷で胴部下から底部へラ

ケズリ後へラミガキされる。8は土師器鉢。9は混入品とみられ、灰粕陶器長頸瓶になろうか。

出土遺物は聖原遺跡奈良平安時代I期に比定される。本牡は8世紀前半に位置づけられる。

（18）H18号住居址

本址は、い・うー64Grに位置する。H13号住居址とM19号溝状遺構と重複し、いづれよりも旧い。

カマド・柱穴等みられないが一応住居址として扱った。検出規模は北壁検出部1．6m、東壁検出部1．9

ー4＼ くl

一
㌦
一
什
ヾ
、
・
吋
・
ヾ
・
㍉
・
ヾ
、
、
ヾ
〃
、
、
・
、
‥
、
、
・
、
一

1屑　暗褐色土（10YR3／4）

炭化物・黄色砂粒子少虫含む。

2層　暗褐色土（10YR3／4）

黄色砂粒子・黄色砂ブロック・暗褐色土

ブロック多丑、炭化物少量含む。

0　　　（1こ4）　　10cm

第33図　H18住居址実測図および出土遺物実測図

第17表　H18号住居址出土遺物観察表

†虹 種別 器種
法　 登 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備考 出土位置
口径 （長） 底径 （囁） 器高 （厚） 部　 位 外　 面

1 土師器 粟 （2 1．6 ） － く7 ．8 〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 両区 ・ホ リ方

2 土師器 蚕 （1 1．0 ）
－

く3 ．2 〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実測 両区 ・ホリ方
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m、最深の壁残高は北壁で7cmを測る。掘方は10cm～20cmで暗褐色土が埋められていた。

出土遺物少なく、1・2の土師器要が図示できた。古墳時代後期に位置づけられよう。

調査区域外　　　　叫

B’

くl　　　　ニ1

診　　ハ　舶m。
（1ニ80）

2m

1屑　暗褐色土（10YR3／3）
砂質土、礫含む。

2層　暗赤灰色土（2．5YR3／1）
焼こし（火床）

3屑　赤黒色士（2，5YR2／1）

炭多量、煉土粒子微軋

4層　黒褐色土（10YR2／2）

煉土ブロック・炭化物・焼土粒子
強暴．．＿

5屑　黒褐色土（10YR3／1）

粘土ブロック多畳に含む。

6屑　黒褐色士（10YR2／3）
砂質士。

標高703．6m
1m

第34図　H19住居址実測図および出土遺物実測図
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第35図　H19住居址出土遺物実測図

第18表　H19号住居吐出土遺物観察表

（1：4）　　10cn

華 、′
1、　JL

．′．苧1
日ニ昭抹 ニ＿孝 畔‾・ 、〔弊箕面

1 須恵器 士不 （15 ．6） （7．2） 4．3 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り （右） 回転実演
秦区

2 須恵器 士不 －
（5．8） 〈2．8〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り （右） 回転実演 西区

3 土師器 士不 13 ．5 6．2 4 ．6 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、底部回転糸切り （右） 完全実測、刻書「奔」 東区

4 土師器 士不 （13 ．7） 5．6 4 ．1 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、底部回転糸切り （右） 完全実測、刻書「奔」 乗区

5 土師器 士不 （14 ．0） （6．6） 4．2 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、底部回転糸切り 回転実測、墨書 東区

6 土師器 士不 （13 ．5） （6．6） （3．6） ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、底部回転糸切り 回転実測 東区

7 土師器 士不
－ 5．7 〈2．0〉 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、底部回転糸切り （右） 完全実測、刻苦「奔」 西区、東区

8 土師器 士不 －
（5．4） 〈1．7〉 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、底部回転糸切り→休部下端 回転実演 西区

9 土師器 士不
－

（6．4） 〈2．7〉 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、底部回転糸切り 回転実演 床

10 土師器 杯
－

（8．0） 〈1．5〉 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、底部回転糸切り 回転実洪 床

1 1 土師器 碗 － － 〈2．2〉 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、底部回転糸切り（右）、高台貼付（欠損） 完全実測 西区

12 土師器 高台付皿 （15 ．2） 7．0 3．2 ヘラミガキ、黒色処理 ロクロナデ、底部回転糸切り→高台貼付 完全実演 乗区

13 須恵器 土質苫 －
（11．2）〈3．9〉 ロクロナデ ロクロナデ、高台貼付 回転実演 撹乱

15 土師器 鉢 （3 2 ．0）
－ 〈9．5〉 ロクロナデ ロクロナデ 完全実測、亥」書「姦」 東区

寺本＿．；ノー∴ 祭蹄素簿 、 藩 ‥．′：錬 三線琴率＿轟衰轟 大幅寿 享 凍 畢‾′′．、．、‥ ．－．‥．＿‾‡辣擁 錬 ．．‾．．・ 吏鰯軒

14 磨石 輝石安山岩 10 ．9 7 ．3 3 ．4 3 5 8 ．2 0 正面にすり面 衰云

（19）H19号住居址

本住居址は、A。あー59。60Grに位置する。Hll。H24と重複し、本牡が新しい。形態は隅丸方

形と思われる。検出規模は東壁検出部1。3m、両壁4．3m、西壁検出部2．8mで、最深の壁残高は西
壁で23cmを測る。主軸方位はN－690－Eを示す。Pl～P3の壁柱穴は、上端からの深さPlが42cm、

P2が46cm、P3が48cmを、西壁中央下のP4は深さ24cm測る。掘方は10cm～15cmで黒褐色の砂質土が

埋められていた。　カマドは東壁に設置されていた。袖部は地山を一部掘り残し構築している。
出土遺物には須恵器、土師器、石器がある。3～5。9・10。12e15が主に東区の床面、他は覆土

一括出土。1・2は底部回転糸切りの須恵器杯、3～10は内面黒色処理が施される底部回転糸切りの

土師器球、8は回転糸切り後休部下端と底部外周が手持ちへラケズリされる。11は土師器碗、12は土
師器高台付杯、15は大型の土師器鉢で口径32cmを測る。13は須恵器壷。5は「守」の墨書、3．4．

7。15には「奔」が刻書される。

出土遺物は聖原遺跡奈良平安時代Ⅴ期に比定される。本址は9世紀前半に位置づけられる。

（20）H20号住居址

本住居址は、A。あー61。62Grに位置する。P77に南西角を壊されている。北側半分が調査区域

第19表　H20号住居址出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　。m
・＿畳．：・持駐宰 醇璃纏紅 療三一′‾：

璃

1 須恵器 士不 17 ．4 13 ．6 4 ．5 ロクロナデ ロクロナデ、底部へラケズリ→高台貼付 完全実演i I区、Ⅲ区

2 須恵器 杯 － （6 ．4 ） 〈3．5 〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切り 回転実測、内外 ・火だすき痕 Ⅲ区

3 須恵器 盤 （24 ．6 ） （19 ．8 ） 〈2．7 〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸ケズリ 回転実演 Ⅲ区
4 土師器 薙

：瓦
（22 ．4 ） － 〈1 1フ〉 ヘラナデ ヘラケズリ 回転実演 I 区

5 主師竺 薙
瓦 － 5 ．2 〈3 ：8 〉 ヘラナデ ヘラケス」 完全実演 Ⅲ区

碑軽 嶺素養 畳 塞 車券′＿

6 鉄斧 鉄 Ⅲ区

7 刀子 鉄 〈4 ．9 〉〈1．0 〉〈0 ．2〉 Ⅲ区

8 紡錘車 土製 7 ．4 4 ．8 4 ．3 24 2．9 孔径1．2 Ⅳ区

－40－



、、＼遥塑頸 0　　　（1・4）　　10cm

‾∈＝：＝コ二

勺　u　　7

0　　　　（1こ3）　　　7．5cm

1層　黒褐色土（10YR2／3）
砂質土。小礫・
炭化物含む。

2層　黒褐色土（10YR3／1）
砂肝土。小磯少致。

3層　黒褐色土（10YR2／3）
砂質土。小磯少垂。

4屑　黒褐色土（10YR2／2）
砂少垣含む。

標高7036m

？　（1：餌）　2pl

第36図　H20住居址実測図および出土遺物実測図
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外に延びる。形態は隅丸方形と思われる。検出規模は東壁検出部2．4m、南壁5．4m、西壁検出部2．8

mで、最深の壁残高は西壁で23cmを測る。南北軸を主軸とすると方位はN－80－Wを示す。柱穴P

l・P2が南壁に平行に配置され、柱間3m、深さPlが45cm、P2が42cmを測る。床下から2個ピッ
トが検出され、深さP3が18cm、P4が31cmを測る。掘方は5cm～20cmで黒褐色の砂質土が埋められ

ていた。周溝が全周する。P4東脇に焼土がみられた。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄器、石器がある。1が東壁下床面・4がほぼ中央床面、6がPl
西脇床面、8が南壁下床面から、他は覆土一括出土。1底部へラケズリ後高台貼付の須恵器坪、3須

恵器の高盤になろうか。4・5は土師器碧、4は「く」の字状口緑を持つ。6は錆化が進み判然とし

ないが袋状の鉄斧であろう。7は刀子。8は土製の紡錘車。2は底部回転糸切りの須恵器杯で混入品
であろう。

出土遺物は聖原遺跡奈良平安時代Ⅱ期に比定され、本址は奈良時代に位置づけられる。

（21）H21号住居址

本住居牡は、あ・い－66・67Grに位置する。北が調査区城外、南側が末調査区に延び、西側を用水

綴拓7036m
（1’80）　　　2m

1層　黒褐色十（10YR2／3）砂質土。炭化物・05cm大の小礫微軋

2層　暗褐色土（10YR3／3）砂質土の小ブロック含む。

13両′

l

、、∈±≡荒　、ヒ土質

臥＿」劇

第37図　H21住居址実測図および出土遺物実測図
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第20表　H21号住居址出土過物観察表

恥 種別 器種
法要 成形 ・調整 ・文様

備考 出土位置
口径 （長） 底径 （幅） 器高 （厚） 内面 外面

1 土師器 杯 （1 1 ．6 ） （6 ．0 ） 4 ．1 線刻文 ロクロナデ→底部糸切り 回転実演 フク土

2 土師器 I不 （13 ．4 ） （6 ．4 ） 4 ．5 ミガキ→黒色処理 ロクロナデ→底部回転糸切 り 回転実演 フク土

3 土師器 i不
－

（4 ．6 ） く1．6 〉 ミガニト→黒色処理 ロクロナデ 回転実況 フク士

4 土師器 土不 （14 ．9 ） 〈3 ．3 〉 ミガキ▼→黒色処理 ロクロナデ 回転実漏 フク土

5 土師器 土不 （17 ．5 ） （9 ．6 ） 5 ．5 ミガキ→黒色処理 ロクロナデー→底部糸切り 回転実演 フク士

6 土師器 土不 － 6 ．9 く2 ．2 〉 ミガキ→黒色処理 ロクロナデ→底部回転糸切り （左）→高台貼付 完全実演 I区

7 土師器 I不 － （6 ．0 ） 〈1．9 〉 ミガキ→黒色処理 ロクロナデ→底部高台貼付 回転実凋 南側

8 土師器 璽 （6 ．0 ） 〈2 ．5 〉 ロク D ナデ ロクロナデ→底部回転糸切 り 回転実誤 南側

9 土師器 士不 8 ．4 〈1．6 〉 ミガキー→黒色処理 底部回転糸切り （左）→高台貼付 完全実測 I 区

10 土師器 士不 － （6 ．0 ） く3 ．4 〉 三ガキ ロクロナデ 回転実測 フク土

1 1 土師器 婆 （6 ．9 ） く9 ．8 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実） フク土

12 土師器 蛮 13 ．5 －
く6 ．5 〉 ロクロナデ ロクロナデ 完全実； フク土

13 灰粕陶器 長頸瓶 （13 ．2 ） － 〈1．4 〉 施柚 施柚 回転実； フク土

14 灰粕陶器 士不 （15 ．9 ） － 〈4 ．3 〉 施稚 施粕 回転実瀕 フク土

15 灰細陶器 ま不 （13 ．4 ）
－

〈3 ．0 〉 施粕 施粕 回転実況 フク土

16 灰粕陶器 ±不 （15 ．6 ）
－

く3 ．7 〉 施和 施粕 回転実現 Ⅲ区

に破壊される。東壁検出部3．3mで、最深の壁残高は23cmを測る。カマド柱穴等確認できなかった。床下

から2個ピットが検出された。掘方は床全体におよばない。床はやや起伏があり軟弱であった。出土遺
物には土師器、灰粕陶器がある。1－5は土師器杯、2－5は内面黒色処理、1には文様にもとれるへ

ラによる沈線がある。1～3・5は底部回転糸切り。6・7・9は内面黒色処理される高台付坪または腕、

10は碗。8・11・12は小型の土師器ロクロ聾。13は灰粕陶器瓶、14－16は灰粕陶器碗。東濃系であろう。
出土遺物は聖原遺跡奈良平安時代Ⅶ期に比定され、本址は平安時代10世紀前半に位置づけられる。

（22）H22号住居址

本住居祉は、A・あ－54・55Grに位置する。H26号・H8号住居址より旧い。北側の大半が調査区
城外に延び、H26号住居牡に東側を破壊される。検出規模は東壁検出部0．4mで、南壁4．8m西壁検出

部3m最深の壁残高は西壁で19cmを測る。検出範囲にはカマド柱穴等確認できなかった。4個ピット

が検出され、Plの柱痕は楕円形で、長径32cm短径16cm東西に長い楕円形、材は割材か。間仕切りに関
わるかと思われる溝がPlの西にある。掘方は壁際が深い、全体層序の粘質強い黒褐色土層中に止まる。

床はしっかりした敲床で平坦である。出土遺物には須恵器、土師器がある。2は検出面、3は床面、他

は床より5cmほどから出土した。1は体部下端へラケズリされる須恵器杯、2は底部へラ調整後高台が
貼付される須恵器高台付杯、3－6は土師器杯、4－6は内面黒色処理、9は土師器甑であろうか。4

は混入品。出土遺物は聖原遺跡奈良平安時代I期に比定され、本址は奈良時代前半に位置づけられる。

（23）H23号住居址
本住居址は、あー64・65Grに位置する。M19号溝状遺構に西側大半を壊されている。検出規模は

東壁検出部3．4m、西壁検出部3m、南壁は5mを測りそうである。北東・南東コーナーが窺え、東西

に長い隅丸長方形となるであろう。主軸方位はN－140－Wを示す。最深の壁残高は東壁で56cmを測る。
Pl～P4は台形に配置され、いずれも柱痕が未確認であるが柱穴となろうか。Plが22cmP2が19cmP3

が33cmP4が9cmの深さ、P5は深さ47cm。掘方は10～25cmでにぷい黄褐色の砂質土が埋められていた。

第21表　H22号住居址出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

lぬ 種 別 器 種
法　 要 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備 考 出 土 位 置
口 径 （長 ） 底 径 （婿 ） 器 高 （厚 ） 内　 面 外　 面

1 須 恵 器 土不 （1 4 ．4 ） （7 ．8 ） 〈3 ．9 〉 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ 回 転 実 測 乗 区 ホ リ 方

2 須 恵 器 高 台 何 杯 （1 6 ．4 ） （1 0 ．1 ） 5 ．3 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 糸 切 り → 高 台 貼 付 回 転 実 測 検 出 面

3 土 師 器 土不 （1 2 ．7 ） － く5 ．0 〉 ヘ ラ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 西 区 床

4 土 師 器 土不 （1 4 ．1 ） － く3 ．5 〉 ミ ガ キ → 黒 色 処 理 ロ ク ロ ナ デ 回 転 実 測 北 側

5 土 師 器 士不 （1 3 ．3 ） － く2 ．8 〉 ミ ガ キ → 黒 色 処 理 ロ ク ロ ナ デ → 黒 色 処 理 回 転 実 測 南 側 ・ホ リ 方

6 土 師 器 杯 （1 0 ．7 ） （5 7 ） 〈3 ．2 〉 ミ ガ キ → 黒 色 処 理 ナ デ → 底 部 へ ラ ケ ズ リ → ミ ガ キ 、休 部 へ ラ ケ ズ リ 、口 緑 部 ヨ コ ナ デ 回 転 実 測 西 区

7 土 師 器 鉢 3 ．7 く4 ．1 〉 ヘ ラ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 完 全 実 測 西 区

8 土 師 器 土不 （1 3 ．1 ） － 〈4 ．6 〉 ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実 測 西 区

9 土 師 器 鉢 （1 9 ．9 ）
－

〈7 ．6 〉 ヘ ラ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 測 西 区
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1屑　黒褐色土（10YR2／2）0．5～1cm大の小磯多重、パミス微凸。

2屑　無視色土（10YR2／3）

3屑　黒褐色土（10YR2／3）柱痕。

4屈　暗視色土（10YR3／3）明黄褐色のローム・パミス少止。

（Plの埋め上）

5眉　褐色土（10YR4／6）砂質土。（敲き床）

6屑　黒褐色土（10YR2／3）暗褐色土のブロック多軋（床下埋め土）

標高704．10m

（1ニ80〉　　　2m

0　　　（1こ4）　10cm

第38図　H22住居址実測図および出土遺物実測図
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、調査区域外

標高703．201m
（140）

1m

CC’　　旦

幸．＋I．．．・言

巨　　　星’　　　　　F F’

：こて子守　　　　グジ

1層　黒褐色土（10YR2／3）
砂質土。小磯含む。

2屑　黒褐色土（10YR3／2）

砂質で炭化物含む。

3屑　暗褐色土（10YR3／3）
砂質土。

4屑　黒褐色土（10YR2／2）
砂質土。炭化物微嵐

5層　黒色土（10YR2／1）

砂質土。黄色粒子少丑含む。

6層　黒褐色土（10YR2／2）
黄色ローム・黒色土ブロック含む。

7屑　黒色土（10YR2／1）
炭多血、焼土微軋

8層　暗赤褐色士（5YR3／4）
焼土。（火床）

9屑　暗褐色土（75YR3／3）

砂質土。炭化物・焼土粒子微鼠

10屑　暗褐色土（10YR3／4）

砂質ニL．粘土ブロック多最。

11層　暗褐色土（10YR4／3）
砂質こし，炭化物微量。

12屑　にぷい黄褐色土（10YR5／4）

砂田こし，黒色土ブロック含む。

0　　　（1ニ4）　　10cm

第39図　H23住居址実測図および出土遺物実測図
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0　　　（1・4）　　10cm

第40図　H23住居址出土遺物実測図

第22表　H23号住居址出土遺物観察表

、ゝ＝∃こ尋グ8

No． 種 別 器種
法　 量 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出土位 置
口 径 （長） 底径 （幅 ） 器高 （厚） 内　 面 外　　 面

1 土師 器 ま不 （1 1．4 ） （1 1 ．0 ） 3 ．4 ナ デ 口緑 ヨコナ デ 、休部 へ ラケ ズ リ 回転実 測 カ マ ド

2 土師器 土不 － － 〈3 ．0 〉 ヘ ラミ ガ牛 、黒 色処理 ヘ ラ ケズ リ→ ヘラ ミガ キ 回転実 測 カ マ ド

3 土 師器 璽
－

（4 ．8 ） く6 ．9 〉 ヘ ラ ナデ ヘ ラケ ズ リ 回 転実 測 北側

4 土 師器 杯 （1 2 ．2 ） － 4 ．8 ミカキ → 黒色 処理 口 緑 ヨコナ デ、 休部 へ ラケ ズ リ 完 全実測 □区

5 須 恵器 藍
－ － －

当 具癒 タタ キ 断 面実測 検 出面

6 土 師器 璽 （2 3 ．0 ） 〈1 4 2 〉 ヘ ラナ デ ヘ ラケ ズ リ 回 転実測 カマ ド

7 土 師器 E E －
（8 ．0 ） 〈4 ．9 〉 ヘ ラナ デ ヘ ラケ ズ リ→ヘ ラ ミガキ 回 転実測 ホ リ方

8 灰和 陶器 腕 － （9 ．0 ） 〈2 ．1〉 ロク ロナ デ ロ クロ ナデ →底 部 回転へ ラケ ズ リ→付 高台 回転 実測 確認 面

床は層厚5cm前後の敲き床で、平坦である。カマドは北

壁に設置されていた。
出土遺物には須恵器、土師器がある。5・8は検出面、

1・2・6はカマド、4はカマド脇床面、7は掘方、3は

覆土から出土した。1・2・4は土師器坪で2・4は内面

黒色処理される。3・6は外面へラケズリされる土師器碧、

6は「く」の字状口縁を持つ。7は土師器壷。8は検出面
出土で混入品であろう。出土遺物は聖原遺跡古墳時代Ⅳ期

に比定される。本址は古墳時代7世紀に位置づけられる。

（24）H24号住居址

本址はA－60・61Grに位置する。H19号住居址よりも

1屑　黒褐色土（10YR2／3）

砂質土で、小磯（0．5～1cm）を含む。

2層　黒褐色土（10YR3／2）
砂質土。

標高703・飢　2m（1・80）

第41図　H24住居祉実測図

旧い。カマド・柱穴等みられないが一応住居址として扱った。検出規模は南壁検出部2m、西壁検出

部1m、最深の壁残高は西壁で15cmを測る。掘方は20cmで黒褐色の砂質土が埋められていた。出土遺
物なく、H19号住居牡よりも旧いとしかいえない。

（25）H25号住居址

本住居址は、A－52・53Grに位置する。H7号住居祉より新しい。検出規模は東壁検出部1m、
両壁4．2m、西壁検出部2．5mを測る。南北の軸方位はN－100－Wを示す。最深の壁残高は西壁で17

cmを測る。主柱穴Pl・P2の柱痕は径25cm、柱間2．4mを測る。掘方は20～30cmで黒色土・黒褐色土

が埋められ、2～6cmの敲き床がみられた。西壁下のぞき周溝が回る。出土遺物には須恵器、土師器
がある。1は須恵器蓋、2・3・5・6・9は底部回転糸切りされる須恵器杯、4は検出面出土で混

入品、底部へラケズリされる。10－13は土師器武蔵碧で1卜12は「コ」の字状口緑を持つ。

出土遺物は聖原遺跡古墳時代Ⅴ期に比定され、本址は平安時代9世紀前半に位置づけられる。

（26）H26号住居址

本住居址は、A－53・54Grに位置する。大半が調査区城外に延びる。検出規模は、両壁検出部3．2
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、ゝ≡章議

標高7036m
（1ニ80）　　2m

1層　黒色士（10YR2／1）パミスりト礫微盈含む。

2屑　黒褐色土（10YR2／3）柱痕。

3眉　照褐色土（10YR2／2）固い。暗褐色土を滞状に含む。

4屑　黒褐色土（10YR2／2）黄褐色土の小ブロック多塾に含む。

（ピット埋め土）

5屑　黒色土（10YR2／1）パミス・炭・黒褐色土の小ブロック少軋
（床下埋め土）

6層　黒褐色土（10YR2／2）パミス・炭少企。

（床下埋め土）

7屑　黒褐色土（10YR3／1）黄褐色土の小ブロック多鼠
（床下埋め土）

／

0　　（1こ4）　10cm

第42図　H25住居祉実測図および出土遺物実測図
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第23表　H25号住居址出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　。。

仙 種別 器種
法　 量 成　 形 ・調　 整 ・文．様

備　 考 出土位置
口径（長）底径（幅）器高（厚） 内　 面 外　　 面

1 須悪器 蓋 （16 ．0 ） － 〈2 ．2〉 ロクロナデ ロクロナデ、天井部へラケズリ 回転実測、夕卜 火だすき痕 乗区 ・ホリ方

2 須恵器 土不 14 ．8 6 ．0 4 ．2 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切 り 完全実測 西区 ・棄区 ・ホリ方

3 須悪器 土不 （15 ．0 ） （7 ．0 ） 4 ．4 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切 り 回転実測 乗区

4 須恵器 土不 （14 ．0 ）
－

く3 ．9 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 検出面

5 須恵器 土不 （7 ．6 ） 〈2 ．2 〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部 ・休部下端 ・ヘラケズリ 回転実測 南区

6 須恵罠 I不 （13 ．8 ） － く3 ，1〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実瀕リ ベル ト・粟

7 須悪器 璽2 － － －
ナデ タタキ 断面実測 両区

8 須恵器 呈∑ － － － ナデ タタキ 断面実測 両区

9 須恵器 土不 1 3 ．8 7 ．4 3 ．6 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転糸切 り （右） 完全実測、完形 乗区 ・ホリ方

10 須悪器 整 － － － 当崇痕 タタキ 断面実測 検出面

1 1 土師器 藍 － － －
ヘラナデ ヘラケスリ 回転実測、 カマ ド

12 土師器 宝呈 － － ヘラナデ ヘラケズリ→ヘラミガキ 回転実測 ホリ方

13 灰柚陶器 碗
－ － －

ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ→付高台 回転実誤リ 撹乱

m、西壁検出部1．5mを測る。南北の軸方位はN－200－Wを示す。最深の壁残高は西壁で30cmを測る。

ピットが3個検出されたが、柱穴ははっきりしない。掘方は10～20cmで黒色土が埋められ、2－8cm

の敲き床が南東コーナー付近にみられた。南壁下一部をのぞき周溝が回る。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄器がある。1・4が掘方、2が床面3がPlから出土した。1・
2は底部回転糸切りの須恵器杯、4は土師器武蔵賓で、「コ」の字状口緑を持つ。4は苧引金具。

出土遺物は聖原遺跡古墳時代Ⅴ期に比定され、本址は平安時代9世紀前半に位置づけられる。

l

ll

＼　　‾　　1　　　　　1　　1－－Jコ至きざ′’

1層　黒褐色土（10YR2／3）

小磯（0．5～1cm）・パミス少丑含む。

2屑　黒観色土（10YR2／2）

′ト礫（0．5cm大）含む。。

3屑　黒色土（10YR2／1）

黄色ローム粒子・ノ1ミスを含む。

4屑　黒色土（10YR2／1〉

小礫（0．5cm大ト黄色ロームブロック微量。

0　　4

0　　　（lニ3）　　7．5cm

0　　　（1．4）　10cm

3

第43図　H26住居址実測図および出土遺物実測図
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第24表　H26号住居址出土遺物観察衰

恥 種別　　 器桂
法　 量 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出土位置
口径 （長）底径 （幅）器高 （厚） 内　 面 外　 面

1 須恵話 I不 1 2 ．8 7 ．0 4 ．0 ロクロナデ→火種 ロクロナデ→底部回転糸切り （右）→火櫻 完全実；′ 粟区

2 須悪器 ま不 （1 3 ．4 ） （5 ．8 ） 3 ．5 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り→火裡 回転実； 床

3 土師話 粟 （2 1 7 ）
－

〈7 ．3 〉 ナデ ヘラケズリ→□緑部横ナデ 回転実演 P l

NG 器種 素材 残存率 最大長 最大幅 最大厚 重塁 所見 出土位置

4 麻引金異 鉄 1 0 ．5 3 ．1 5 0 ．4 0 乗区

第2節　竪穴状遺構

（1）Ta1号竪穴状遺構　、、
本址は、A－53・54Gr7

に位置する。

Ul　　　＿＿＿＿／

－一一一一　／

旦　　　　　　　　旦’

二；：シイ
旦　　旦’

「；′フ・：千二〔

F＿　　　　　l二、’

5

∴L抑・

讐て03宗　2m

1層　猥褐色土（10YR2／3）小磯リマミス小量含む。

2層　黒褐色土（10YR3／2）ロームブロック含む。

3層　黒褐色士（10YR2ノ3）ロームブロック含む。
4屑　にぷい黄栂色土（10YR5／3）ローム主帆

5層　にぷい黄褐色土（10YR5／4）ローム・陪観色土ブロック含む。
6屑　無色⊥（10YRl・7／1）ロームプロッタ任か含む。

、＼　」　　が云

第44図　T a1号竪穴状遺構実測図および出土遺物実測図
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第25衷　Ta1号竪穴状遺構出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　。m

Nn 種別 器種
法　 里 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出土位置
口径（長）底径（幅）器扁（厚） 内　 面 外　 面

1 須恵器 蓋 （16 ．5 ） － 2 ．6 ロクロナデ ロクロナデ 完全実況IJ、自然柚付着 北東コーナー付近

2 須恵器 蓋 （17 ．0 ）
－

〈2 7 〉 ロクロナデ 天井部回転へラケズリ 回転実測 フク土

3 須悪器 土不 － （8 ．2 ） く1．2 〉 ロクロナデ ロクロナデ、底部回転へラケズリ 回転実測 フク土

4 土師語 士不 （1 1．6 ） （1 1．2 ） 3 ．8 ヘラミガキ 口緑横ナデ、休部へラケズリ 回転実測 フク土

5 須悪器 蛮 －
（12 ．0 ） 〈1 1．5〉 ヘラナデ タタキ→ヘラナデ 回転実測 北東コーナー付近

6 須恵器 互E （1 1．8 ） －
く4 ．1 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 フク土

7 須恵器 横瓶 1 1．2 － く12 ．5 〉 当異痕→ロクロナデ タタ牛、ロクロナデ 完全実測 検出画

恥 器種 素　 材 残存率 最大長 最大幅 最大厚 重　 量 所　　　 見 出土位置

8 磨 ・敲石 輝石安山岩 14 ．9 5 1 1．0 4 ．2 1 1 5 9 ．8 0 左側面 ・裏面にすり面、右側面に敲打癌 1 区

9 磨 ・敲石 輝石安山岩 13 ．8 5 ．0 3 ．7 3 6 9 ．1 正面 ・裏面にすり面、下端部に敲打痕 フク土

概ね長方形だが北東と南西に方形の張り出し部を付け

たような形態のため複数の重複も考えられるが、調査時
点では、単独の遺構としてとらえた。底面は少し西側が

低いがはぼ平坦である。5－15cmの掘方でにぷい黄褐色

土が埋められていた。D8・D9より旧い。P113は本

址にともなうものかもしれない。P2・P3と共に上屋

を支える柱穴の可能性もある。Plは径70cm深さ40cmを
測り、西側に底面より高さ15cmのL字状のマウンドがあ

る。Plが貯蔵穴なら蓋に関するものといえようか。

出土遺物には須恵器、土師器がある。1・2が須恵器
蓋、1は皿状のつまみが貼付されかえりを有す。3は底

部回転へラケズリされる須恵器杯、7は須恵器横瓶。

出土遺物は聖原遺跡古墳時代I期に比定され、本地は

奈良時代前半に位置づけられる。

（2）Ta2号竪穴状遺構

本牡は、あ・い－42・43Grに位置する。M6に北側

A　　2　　旦’

、‾、・一・・・・・一一‥一一　…＼ノl

標高703飢

（1川0）

1屑　暗褐色土（10YR3／3）ローム粒子含む。

2飼　暗褐色土（10YR3／4）ロームブロック・パミス含む。

第45図　T a2号竪穴状遺構実測図

一部東・南側は撹乱の影響を受けていた。北辺と東辺の形状に沿うように、テラスを持つ溝状の掘方
がみられた。Plは深さ35cmで柱穴であろうか。出土遺物なく所産時期等不明である。

第3節　掘立柱建物址

（1）F1号掘立柱建物址

本址は、あ・い－13・14Grに位置する。H6号住居址を切って構築されている。南北－1間、東西

－1間の側柱式の形態である。柱間は南北3m、東西3．6mである。南北の軸方位はN－150－Wを示

す。ピットは円形で、径は40～60cm、深さPlが17cm、P2が30cm、P3が37cm、P4が32cmを測る。
出土遺物は、弥生後期壷片、須恵器聾・高台付杯片、土師器賓片の小片であった。時期は不明であ

るが、弥生時代後期後半以降の所産ではある。

（2）F2号掘立柱建物址
本址は、い一15・16Grに位置する。H1号住居牡を切って構築されている。2基のピットが検出され

た。調査区の南に延びる。Plは8の字形で深さ40cm、P2は楕円形で長径90cm短径60cm深さ36cmを測る。

弥生後期壷小片、土師器璧小片が出土した。時期は不明。

（3）F3号掘立柱建物址
本址は、あ－16Grに位置する。F4号掘立柱建物地に切られている。P7より新しい。2基のピットが検
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ヂ旦⑦2Fl

粟も＼＼＼

㊦1旦’

喝。旦
＼

1屑　黒褐色土（10YR3／2）

ローム粒子・パミス含む。

2層　黒褐色土（ユOYR3／2）

明黄褐色ロームブロック・パミス含む。

Fl

1眉　黒褐色土（10YR2／3）砂・小破（05～1cm大）
少丑含む。

ダニ＠2F2　◎1旦

標高704．40m
（1ニ80）　　2m

1屑　黒褐色土（10YR2／2）

柱痕。

2屑　黒褐色土（ユOYR2／3）

ロームブロック・パミス含む。

F2

Ll‥

旦
P31　A

O　‾

6－l
旦◎

P3

A　2

調査区域外

F4

O
Pl

こ、、、、

慢旦’

協瘍瘍彦
標高704．60m
（1こ80）　　2m

／
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O

土

t

土

色

色

色

褐

褐

褐

黒

黒

暗

屑
屈
二
僧

門

1

2

3

円

ローム粒子・パミス含む。

柱痕。

ローム粒子・パミス多丑に含む。

1屑　黒褐色土（10YR2／3）　ローム粒子・パミス含む。

2層　暗褐色土（10YR3／3）　ローム粒子・パミス．

炭の粒子を含む。

第46図　Fl・F2・F3・F4・F6号掘立柱建物址実測図
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1層　黒褐色土（10YR2／3）　ローム粒子・パミス含む。

2層　黒褐色土（10YR2／2）　ロームブロック僅かに含

未調査区域

．．．∴
P2

調査区域外

璧才旦’

．・‥科一‥蹄．．1ふ－．軒－・栂．

A

．・・・＋・・∵．

風
塵

旦

　

　

旦

A
“

調
査
区
域
外

m
2

0

m

）

9
　
0

・
リ
．
、
．

7
　
1

高
（

標

塩。F9。2◎子，

F7

1屈　黒色土（10YR2／1）

砂質士。パミス多量に含む。

2屑　黒褐色土（10YR2／3）

黄色ロームブロックを含
む。

0　標腎0昔m　2m

第47図　F5・F7・F8・F9号掘立柱建物址実測図
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出された。調査区の北に延びる。Plは深さ23cm、P2は深さ39cmを測る。出土遺物なく所産時期等不明である。

（4）F4号掘立柱建物址
本址は、あ・い－16．17Grに位置する。F3号掘立柱建物址を切って構築されている。南北－1

間、東西－1間の側柱式形態である。柱間は南北2．1m、東西2．1。2．3mである。南北の軸方位はN
－50－Wを示す。ピットはほぼ円形で、Plが長径20cm短径16cm深さ16cm、P2が径16cm深さ17cm、

P3が径18cm深さ11cm、P4が径26cm深さ17cmを測る。出土遺物なく所産時期等不明である。

（5）F5号掘立柱建物址
本址は、あ。い－34．35Grに位置する。Dl0号土坑の一部を切って構築されている。北に延びると

みられる。末調査区の北側から検出されたPl07は、本址のピットかともみれる。柱間は南北2．4m、東

西3．4mである。南北の軸方位はN－50－Wを示す。ピットはほぼ円形で、Plが長径40cm短径32cm深

さ19cm、P2が長径36cm短径32cm深さ31cm、P3が長径76cm短径60cm深さ41cm、P4が長径30cm短径26cm
深さ22cmを測る。P3の礎石は、底面に達する大きな礫である。出土遺物なく所産時期等不明である。

（6）F6号掘立柱建物址

本址は、い－60Grに位置する。3基のピットが検出されたが、調査区の南に延びるとみられ全容
は不明。柱間は東西1．7m、Plは楕円形で長径40cm短径30cm深さ12cm、P2は円形で径40cm深さ16cm、

P3は楕円形で長径60cm短径48深さ23cmを測る。土師器賓小片が出土した。時期は不明。

（7）F7号掘立柱建物址
本祉は、い－60Grに位置する。4基のピットが検出されたが、調査区の南に延びるとみられ全容

は不明。H15号住居祉より新しく、P53より旧い。柱間は東西2m南北2．4mを測る。ピットの形

態は、P4のように隅が角張る楕円形になろうか。深さはPlが16cm、P2が23cm、P3が22cmを測る。
土師器婆小片が出土した。時期は奈良時代以降。

（8）F8号掘立柱建物址

本址は、A－16・17Grに位置する。3基のピットが検出されたが、調査区の北と東に延びるとみ
られ全容は不明。柱間は東西2m南北2mを測る。ピットはほぼ円形で径60cm前後、深さはPlが35

cmP2が30cmP3が19cmを測る。出土遺物ない。時期不明。

（9）F9号掘立柱建物址

本址は、A－31Grに位置する。3基のピットが検出されたが掘立柱建物址とするのが妥当か暖味
である。柱間は、東西1．8m。1。4mを測る。ピットはほぼ円形で径40cm～60cm、深さはPlが26cmP

2が18cmP3が14cmを測る。出土遺物ない。時期不明。

第4節　土坑

（1）D3号土坑
本址はい－9Grに位置する。形態は円形であろう。規模は径2．04m深さ1．7mを測る。断面の形状

や堆積状況等D4号土坑に似る。木枠は見られなかったが、井戸と思われる。出土遺物無く時期不明。

（2）D4号土坑

本址はい－12Grに位置する。形態は方形で、規模は上端2．46m・底面1m深さ2．3mを測る。底面
近くには幅12cm厚さ1．5cmの板。幅4cmの角材が出土した。井戸の木枠であろう。出土遣物は弥生時代

後期土器片、土師器片、須恵器片のいずれも小片13点があったのみである。時期の決定には困難である。

（3）D14号土坑
本址は、い－56Grに位置する。形態は方形で、検出された1辺は1．3m深さ2～10cmを測る。図示

した「武蔵碧」が底面下10cmほどに据え置かれていた。

（4）D27号土坑
本牡は、い。うー68Grに位置する。形態は楕円形であろう。規模は検出部長軸1．2m。短軸0．7m、

深さ16cmを測る。52－27。28の弥生時代後期壷が出土した。壷棺墓であろうか。
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彬l‾疲
標高704．60m

（1：60） 1．5m

Dl
1層　黒褐色土（10YR2／3）

炭化物粒子・焼土多量に
含む。

D4

二　÷＿
5

妄劫旦
標高704．60m

（1こ60）　　1．5m

D21層　黒褐色土（10YR2／3）ローム粒子・
パミス少量含む。

2層　黒褐色土（10YR2／3）ローム粒子・
パミス多量に含む。

D5

牛旦∠斧誌旦告旦国互
調査区域外

標高704．90m

（1：60）　1．5m

D4

1層　黒褐色土（10YR3／2）
パミス1cIn大・炭化物・焼土粒子を含む。

2層　褐灰色士（10YR6／1）

灰が主。
3層　黒褐色土（10YR2／3）

パミス多量に含む。ロームブロック
炭化物を含む。

4層　黒色土（10Ym．7／1）
ローム粒子を含み、パミスを多量に

含む。しまりない。
5層　黒褐色土（10YR2／3）

パミス・ロームブロック多量に含む。

「ニrl
標高703．90m
（1：60）　1・5m

D5

1層　黒褐色上（10YR2／3）′」、礫・パミスを含む。

2層　黒褐色土（10YR2／3）射化物粒子を多星、

パミス・ローム粒子含む。粘性あり。

午議旦
A

姦勿
標高703．70m

（1こ60）

D8

A’

1．5m

1層　黒褐色土（10YR3／2）

焼土粒子・1cm大パミス・炭化物
2層　黒褐色士（10YR2／3）

黒色土ブロックを多量に含む。
3層　黒褐色土（10YR2／3）2層より黒色

土ブロックを多く含む。
4層　黒褐色士（10YR2／3）

ローム粒子・パミスを多く含む。
5層　暗褐色土（10YR3／3）

ローム粒子・パミスを多量に含む。

D6

午◎
旦　4　　　　　　　　A’

標高703．90m

（1：60）　　1．5m

D6

1層　黒褐色土（10YR2／3）ローム

ブロック僅か、パミス含む。
2層　暗褐色士（10YR3／3）炭化物

層あり、焼土粒子含む。
3層　黒褐色土（10YR2／3）ローム

1屑　黒褐色土（10Yl～2／3）2屑　黒褐色土（10YR2／2）華モ‘．奈＿ミス含む0
4層　黒褐色土（10YR2／2）全体層

序第Ⅴ層の黒色土ブロック含む。
ややシルト質。　　　　ローム粒1‥パミス含む。

3層　暗褐色lニ（10YR3／4）ロームブロック多蛍に含む。

第48図　土坑実測図（Dl・D2・D3・D4・D5・D6・D8）
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D13

D7

1層　黒褐色土（10YR2／3）
パミス1cm大を含む。

2層　黒褐色土（10YR2／3）
1層より黒み強く、下面に炭化物・灰層あり
パミス・ロームブロックを含む。

3層　黒褐色土（10YR2／2）とにぷい黄褐色土
（10YR5／4）の互層。黒褐色土中に炭化物・
焼土を含む。

4層　黒褐色土（10YR2／2）
炭化物・焼土を含む。

D13

瘍瘍
？　標票昌b‡Om l・5m

1層　黒褐色土（10YR2／2）砂質土。
0．5～3cm大の小礫含む。

2層　黒褐色士（10YR2／3）砂質士。

A

D9
A　　　未調査区域

A’

l A’

旦勿瘍訝
0　警‡岩Oml・5m
D9

1層　黒褐色土（10YR2／3）
ロームブロックを含み、
しまりあるn

二二

一二三一

0　私㌫4昔

D14

4
月
≠
！
千
旦

DlO

l屑　黒褐色土（10Y】12／2）ロームブロック

を僅かにパミス・ローム粒子を含む。

下面に炭化物含む。

2屑　黒褐色士（10YR3／2）ロームブロック

多址含む。

3層　黒色士（10YRl．7／1）ローム粒子僅か

に含む。

ヂ旦ゐ旦
A

1．5m O

D11

1層　黒褐色土（10YR2／2）とにぶレ

黄褐色士（10YR5／4）の混在層。
2層　黒褐色土（10YR2／3）ローム

粒子・異色土の細ブロックを含む。

A’D14

1層　黒褐色土（10YR2／3）

未調査区域

奴形
A’

1．5m

砂質土。

旦’

致－1‾1－1疹
標高703．80m

（1：60）　1．5m

D12

1層　黒色土（10YR1．7／1）

パミス含む。

＝‡

調査区域外

旦　　　　　　且’

．

l　　　、1°・肌′　　　」

第49図　土坑実測図（D7・D9・DlO・Dll・D12・D13・D14・D17）
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D15

1層　黒褐色土（10YI12／2）
炭化物少量含む。

2層　黒色土（10YR2／1）
ロームブロック少量、
炭化物微量。

磁
A

A’

旦二

A，生◎互生◎旦草薗旦

D16

未調査区域

旦　　3　　3　旦二　　旦　　　　　　　A－

（1ニ60）　　1．5m

D16

1層　黒褐色土（10YR2／3）
にぷい黄褐色土（Ⅶ層）の
小ブロック上面に多量。
炭化物少量。しまりなし。

2層　黒褐色土（7．5YR2／2）

炭化物・黄褐色土（Ⅶ層）
の小ブロック少量。
しまりある。

3層　黒褐色土（10YR2／3）
炭化物・黄褐色土（Ⅶ層）
の小ブロック少量。

奴蓼。
D18

A園田
標高703．00m

（1：60）　1．5m

D20

1屑　黒褐色士（10YR3／2）
黒色土のブロックを
含む。

1層　黒褐色士（10YR2／3）にぷい黄褐色士
（Ⅶ屑）の小ブロック多量。炭化物を
少量含む。

2層　黒褐色土（7．5YR2／2）にぷい黄褐色土
（Ⅶ層）の小ブロック・炭化物を少量
含む。

4層　にぷい黄褐色土（10YR5／3）
地山（全体層序第Ⅶ層）が
崩落したもの。

奴姦頑＝－
標高703．00m

（1：60）　1・5m

1層　黒褐色土（10YR2／2）
パミスを含む。

＼・一一・＿，‥．，‥．▼－＿．‥‥．▼

標高703．00m

（1：60） 1．5m

D21

ヂ空位を蓋旦
A

奴
A’

9　標㌍昔　1・5m

D21
1層　黒褐色土（10YR3／2）パミス
褐色土（10YR4／3）のブロックを
含む。

D24

特認：’
調査区域外

0　警告昔　1・5m

A A’

轡標高703．20m
1．5m

1層　黒褐色土（10YR3／2

褐色土（10YR4／3）
ブロック・パミス
含む。

2層　暗褐色士（10YR3／3
ローム粒子微量。

D23

D24

1層　黒色土（10YR2／1）
パミス微量。

第50図　土坑実測図（D15・D16・D18・D19・D20・D21・D22・D23・D24）
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く1　　　　く1

1．5m

D251屑　黒褐色土（10YR2／2）
パミス少量。

2層　黒褐色土（10YR3／1）
ローム粒子少量。

D27

協瘍
0

礎旦，

義瘍旦’
0　標欝鵠Om

D26　　　　　　　　　　　　　　D28

°・’　　　－っ

辛彗薫－N感悔
稜高703．20m

（1こ60）
1．5m

D26

1層　黒褐色土（10YR2／3）砂質土。

2層　黒褐色土（10YR2／2）砂質土　しまりあり。

午旦蒸旦，
A A・

茅奴瘍
0　　標高703・10m

（1：60）

D27

∠＼

t1－　　　・．－

．
可

闇
：
曹司

1．5m

D281層黒褐色士（10YR2／2）
砂質土。しまりあり。

＝∴

1．5m

旦　　　　　1層　黒色土（10YR2／1）
砂質土。

2層　黒褐色土（10YR2／3）
砂質でパミス多量に含む。

標高703．10m

（1ニ30）
7．5C皿

D32

風．・）
4

1

－

1

丁

義瘍旦’
1・5m o　　標高703・10m

（1：60）

D31 D32

1層　黒色土（10YR2／1）　　1層　黒色土（10YR2／1）
砂質土。ロームブ　　　　　　砂質土。ロームブ
ロック少量含む。　　　　　　ロック少量含む。

痛
A

姦一一一房l
標高702．90m

（1：60）

麺旦’標高703・10m　1．5m

D29
1層　黒褐色士（10YR2／3）

砂質土。ロームブロック
多量に含む。

2層　褐色土（10YR4／3）
ローム粒子・黒褐色土の
ブロック多量に含む。

娩
調査区域外

薗’
1．5m O

D33

1屑　H14掛住居址の14層。

標高702．90－u
（1：60） 1．5m

D34

1網　目14号住居址の14層。

2層　暗褐色士（10YR3／3）ローム粒　2周　暗褐色十二（10YR3／3）ローム粒
子多址に含む。しまりあり。粘質。　子多Ⅱに含む。粟蘭。しまりありハ

第51図　土坑実測図（D25・D26・D27・D28・D29・D30・D31・D32・D33・D34）
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’＼∈≡∃≒三者′
16（D28）

、＼∈＝］≠三才‘

18（D16）

0　　　（1こ4）
10cm

第52図　土坑出土遺物実測図

－58－

（1．3）　　　7．5cm



第26表　土坑出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。m

Ih 種別 器種
法　 量 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出土位置
口径（長）底径（幅）器高（厚） 内　 面 外　 面

1 弥生 鉢 12 ．0 （7 ．8 ） 7 ．5 手捏 手控 完全実測、手控土器 D l、あ1．2 3、5 ．6暦

2 須悪器 土不 － （6 ．8 ） く1．1〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実三 D 5

3 須悪器 璽 － － － ヘラナデ 平行タタキ 断面実； D 6

4 須裏芸 要 － － ロクロナデ 平行タタキ 断面実フ D 7

5 須悪器 蓋 （1 6 ．4 ） － く1．6 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実扇 D 9

6 須恵器 宣2 （8 ．4 ） － く7 ．3 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実； D 9 ・北西

7 須恵器 宣E － 9 ．2 〈7 ，4 〉 ロクロナデ ロクロナデ→回転へラキリ→休部下端回転へラケズリ→高台貼付 完全実； D 9 ・南

8 須恵器 蛮 － － － ヘラナデ 平行タタキ 断面実） D 9 ・北西

9 土師器 蛮 － 4 ．6 〈1 1．3 〉 ヘラナデ ヘラケズ リ 完全実； D 14 ・ホリ万

10 須恵器 土不 （1 4 ．2 ） 6 ．5 3 ．7 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り （左） 完全実； D 15 ・北東

1 1 弥生 蛮 － － －
断面実） D 1 9

12 弥生 璽 － － －
断面実濁 D 1 9

13 弥生 呈宣 － － － 断面実； D 1 9

14 弥生 呈E － － く12 ．0 〉 ヘラミガキ 櫛描斜走文→積走沈線文、ヘラミガキ 回転実演 D 2 7

15 弥生 宝2 － － く2 5 ．6 〉 パケ目 ヘラミガキ 回転実演 D 2 7

16 灰和陶器 観 － （8 ．6 ） く1．9 〉 ロクロナデ→灰和 ロクロナデ→灰和 回転実漂 D 2 8 ・南

17 灰粕陶器 碗 （7 ．4 ） 〈2 ．2 〉 ロクロナデ→灰和 ロクロナデ→灰職 回転実測 D 2 8 ・北

仙 器桂 素　 材 残存率 最大長 最大幅 最大厚 重量 所　　 見 出土位置

18 磨 ・敲石 花崗岩 12 ．8 13．3 4 ．8 正面 ・裏面に磨面、上下端部 ・左右側面に敲打痕、被熟あ り D 1 6

19 鎌 鉄 （1 「5 ） （4．2 ） （0 ．5 ） D 5

2 0 不明 （8 ．0 ） （4 ．1）（0 ．15 ） D 5

第27表　土坑一覧表

遺構名 検出位置 平面形 長軸長 短軸長 深さ 備　　 考 遺構名 検出位置 平面形 長軸長 短軸長 深さ 備　　 考

D l い 2 方形 12 0 （1 10 ） 2 0 弥生手捏 壷 高杯 鉢登 D 18 A 2 0 円形 1 2 0 1 14 7 7

D 2 い 2 円形 1 14 8 4 16 弥生 壷 蛮 D 19 う7 3 楕円形 1 7 0 12 4 2 8 弥生 亘　 土師器 蛮

D 3 い9 円形 18 6 （9 0 ） 17 0 D 2 0 い 7 0 円形 （8 0 ） 1 16 3 6

D 4 い 1 2 方形 2 4 6 （10 0 ） 2 3 0

須恵器 £不整

弥生 壷 鉢

土師器 竪 杯

D 2 1 い6 9 方形 1 0 8 （4 6 ） 2 6

D 5 い3 2 方形 10 0 9 4 5 9

須悪芸 士不

土師岩 内黒土不
酸化焔焼成 土不蓋

D 2 2 あ6 9 不整方形 2 3 0 （1 14 ） 17

D 6 あ 3 5 円形 14 0 （9 0 ） 10 3 須悪器 登 D 2 3 あ6 9 方形 1 10 （2 6 ） 4 4

D 7 あ 3 6 円形 18 0 15 4 16 3

灰柏瓶 須恵茶 室 杯

土師器 内黒土不

弥生 高士不壷 蛮

D 2 4 い4 4 不整楕円形 （9 0 ） 1 2 0 3 6

D 8 い 4 1 楕円形 18 0 10 0 3 2 D 2 5 う7 2 円形 14 0 14 0 4 3

D 9 あ 4 1 楕円形 （15 0 ） 14 0 18

須恵器 坪 五 重 塔
土師儲「杯

弥生台士不壷
D 2 6 い6 0 問丸方形 ？ 1 24 （6 0 ） 2 7

D lO い3 4 円形 16 0 15 0 4 4 D 2 7 いう 一6 8 楕円形 1 20 7 0 16 弥生 壷

D l l い 3 6 円形 7 2 7 0 6 9 D 2 8 う6 8 不整円形 1 10 1 1 0 17 灰梱陶器嗣 ？

D 12 い3 7 円形 12 0 1 10 12 D 2 9 う6 8 円形 9 6 （4 0 ） 2 5

D 13 うー6 3 ・64 円形 10 0 （8 0 ） 3 0 D 3 0 う6 8 円形？ 8 2 （4 4 ） 2 3

D 14 い5 6 方形 7 0 7 0 12 土師器 蛮 D 3 1 う・えー7 1 不整形 8 8 8 2 1 8

D 15 う・えー7 3 方形 2 10 16 0 3 5 須恵器 坪 D 3 2 う・えー7 1 不整形 9 0 8 2 1 8

D 16 A 2 0 方形 12 6 10 0 13 5 高支石 D 3 3 え7 3 楕円形 10 0 5 6 3 0

D 17 あ・い一 18 楕円形 （1 10 ） 8 0 3 8 D 3 4 え 7 3 楕円形 （12 0 ） 5 6 2 6

第5節　溝状遺構

22条の溝が検出された。調査区東側の標高が高く南西に漸次

低い地形である。局所的にはグリット2－8列、36～48列付近で

全体層序Ⅴ層の黒色土が薄く低地状になる。ここに溝状遺構が集

中している。自然流路やM17・18・6は近世～近代の用水路であ
る。Ml～M3は縄文時代後期と弥生時代後期の土器が多量に出

土した。M19は断面「U」字形で底面に平行する凹みがみられる。

底面は一部非常に固く締まる部分が南北に延びる。道路牡であろ
うか。古墳時代後期のH18・H23号住居地より新しく、平安時

代（9世紀前半）のH13号住居址より旧い。獣骨も出土している。

－59－

Ml・M2・M3土層説明

1層　全体層序l b層

2層　全体層序Ⅲ層

3屑　灰黄褐色土（10YR4／2）シルト質土。

4層　灰黄褐色t（10YR4／2）砂層。

5層　黒色上（10Yl11．7／1）焼土粒子・パミス微最含む。上器多塊軋七

6樹　窯褐色土（10Yt12／2）パミス・ローム粒子含む。

7層　黒色土（10YR17／1）黒色上軋　枯葉強。パミス少量含む。

8層　暗褐色土（10YR3／3）砂礫層ノてミス・ローム粒子多豪に含む。

9層　にぷい黄褐色土（10YR4／3「跡酎臥

10層　黒色土（10YRl．7／1）異色上層。パミス僅か含む。

11層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）砂礫層ウ

12屑　黒褐色土（10YR2／2）パミス・ローム粒子含む。

A層　灰黄褐色土（10YR4／2）砂礫層。

B屑　灰黄褐色土（10YR4／2）砂礫層。
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ⅦM4
1層　黒色土（10YRl．7／1）

パミスを含む。焼土・

炭化物少丑含む。

闘四
㌔票0号63粒m
l　．　1

M6－臨場整備前の用水路

葺4亡義一
榎高70350m
（1こ160）

M11調査区域外

M5

1層　照祖色土（10YR2／3）

パミス・ローーム粒子

少量含む。

易彦
M23

1層　黒褐色土（10YR3／2）

黒色士ブロック少並。

4m

M16

標高704，00m M12
（1160）　4m l屑　にぷい黄褐色土（10YR4／3）

シルト・砂が主。照褐色土ブロック徴並。

調査区域外

A A’B B’

12

こ：上溝　2－－：・：シ

標高704（〕Om
Oこ160）　4m

凋査区域外

1層　黒褐色上（10YR2／2）

僅かに砂粒含む。

2層　黒褐色土（10YR3／2）

M15

1屑　黒色土（10YR2／1）

シルト質土のブロック

含む。

シルト質土のブロック

含む。

M19

M19
1屑　叙褐色土（10YR2／3）

砂粒含み、炭化物徴塁。
2屑　黒褐色土（10YR2／2）

砂粒含み、炭化物微通。
獣骨出土。

3層　黒褐色土（10YR3／1）
上面固く締まる。ローム
ブロック・粒子少虫含む。

第53図　溝状遺構実測図（Ml・M2・M3・M4・M5・M6・Mll・M12・M15・M16・M19）
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0　　（1．320）　8m

M7

1層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）

砂が主。

2屑　黒褐色土（10YR3／2）

粘質土。

M21　　M20

M20

1層　全体屑序Ia眉

2層　全体層序lb層

3屑　にぷい赤褐色土（5YR4／3）
砂屑。鉄分含む。

4層　暗褐色土（10YR3／3）

砂屑。

5層　黒色土（10YR2／1）

粘質土。砂粒含む。

調査区域外

（1こ320）　8m　　　　　未調査区域

陽園田
M9

1屑　全体層序u屑
2屑　黒色土層（10YR2／2）

砂粒少最含む。
3屑　脱褐色土（10YR2／3）　　　　　　　　　　旦　　　　　　　　　　　A’　B

砂粒・ロームブロック少並含む。　　　　　　　　　3

／
3層黒褐色土（10YR2／2）地山（全体屑序第Ⅴ屑）の黒色士ブロック含む0　　　0　凛腎篭m　2m

M8

1屑　黒褐色土（10YR3／2）やや砂質士。
2層　黒褐色土（10YR2／3）僅かに砂粒含む。

第54図　滴状遺構実測図（M7・M8・M9・MlO・M13・M14・M17・M18・M20・M21・M22）
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第55図　Ml・M2号溝状遺構出土遺物実測図
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第56図　Ml・M2号溝状遺構出土遣物実測図
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第57図　Ml・M2号溝状遺構出土遺物実測図
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第28表　溝状遺構出土遺物観察表

恥 種 別 器 種
法　　 五 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備 考 出 土 位 置口 径 （長 ）庶 径 （幅 ）琵 高 （厚 ） 内　　 面 外　　　　　 面

5 6 － 1 弥 生
E E － －

く1 3 ．9 〉 口 緑 郡 ミ ガ 羊 、 頚 部 パ ケ 日 → 赤 色 塗 影 頸 部 へ ラ 描 斜 走 文 （4 段 ）、 □ 緑 部 三 ガ 午 、 円 形 浮 文 貼 付 → 赤 色 塗 彩 回 転 実 測 M l ・M 2 － 6 層
5 6 － 2 弥 生 歪 〈9 ．4 〉 パ ケ 目 パ ケ 目→ ヘ ラ 三 方 午 、 櫛 描 橘 線 文 完 全 実 溺l M 1 － 6 暦

5 6 － 3 弥 生 粟 6 ，6 くL g 〉 ヘ ラ 三 万 キ ヘ ラ ミ ガ キ 完 全 実 演l M 1 － 6 層

5 6 － 4 弥 生 云≡ （1 1．6 ） く5 ．3 〉 パ ケ 臼 ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実 誤l M 「 M 2 － 6 歴

5 6 － 5 弥 生 ヱざ －
〈3 「 7 〉 パ ケ 目 ヘ ラ 三 方 キ 、 赤 色 塗 影 完 全 実例 M 1 － 6 思

5 6 － 6 弥 生 壷
▼ 8 ．4 く1 5 ．6 〉 パ ケ 日 ヘ ラ 三 方 キ 完 全 実 測 M 1 － 6 層 ・ 1 0 磨

5 6 － 7 弥 生 壷 ー （1 2 ．8 ） く3 ．4 〉 剥 落 三 カ キ 回 転 実 測 M l

5 6 － 8 弥 生 壷
－

〈8 ．8 〉 ミ ガ キ → 赤 色 塗 彩 窄 郡櫛 描 直 線 文 → 胴 部 三 カ キ → 赤 色 塗 彩 回 転 実 測 M 1 － 5 層 ・6 屈

5 6 － 9 弥 生
ヨヱ －

（8 ，0 ） く2 ．0 〉 ヘ ラ ナ デ 三 方 キ ・→ 赤 色 塗 彩 回 転 実 濁l M 1 － 6 暦

5 6 － 1 0 弥 生 喜至 1 0 ．8 〈L 4 〉 剥 落 ヘ ラ ミ ガ キ 完 全 実 演l M 3 － 6 屈

5 7 － 1 1 弥 生 望 （9 ＿5 ） く3 ．8 〉 ヘ ラ ナ デ ミ ガ キ 回 転 実 況l M 1 － 6 暦
5 7 － 1 2 弥 生 壷 （1 0 ．0 ） く3 ．7 〉 パ ケ 目 （剥 落 ） ミ ガ キ 回 転 実 演l M 1 － 5 層 ・6 暦

5 7 － 1 3 弥 生 竪 1 2 ＿0
－

く1 0 ，0 〉 ヘ ラ ミ ガ キ パ ケ 日 →ヘ ラ ミ ガ キ 、 禰 描 節 状 文 （9 本 1 連 止 ） 完 全 実 瀾 M 1 － 6 暦 ・1 1層

5 7 － 1 4 弥 生 癒 く1 9 ．2 〉 パ ケ 日→ ヘ ラ ミ カ キ ヘ ラ 三 ガ 牛 、 櫛 描 斜 正 文 （8 本 ）、 櫛 抱 腹 状 文 （2 達 止 ） 完 全 実 測 M 1 － 5 層 ．6 暦 1 日暦

5 7 － 1 5 弥 生 唖 1 7 ．2 7 ．5 2 5 ．5 ヘ ラ ミ カ キ パ ケ 冒 、ヘ ラ ミ ガ キ 、口 緑 部 縄 文 、櫛 括 波 状 文 （1 0 本 ） 完 全 実 測 M 1－ 5 層 ・6 層

5 7 － 1 6 弥 生 璽 － く1 1 ．4 〉 ハ ケ 自一一へ ラ ミ ガ キ 欄 描 旅 状 文 （1 0 本 3 i空止 め ）、 橋 描 波 状 文 （1 0 本 ）、 口 緑 那 刻 み 回 転 実 扇l M ト M 2 － 5 層 ・6 層

5 7 － 1 7 弥 生 竪
－ －

く4 ．1〉 ミ ガ キ 口 緑 部 砺 描 波 状 文 、 頚 部 即 苗簾 状 文 （1漂 止 ） 回 転 実 演l M 1－ 5 暦 ・6 層

5 7 － 1 8 弥 生 梁
－ －

〈3 ．5 〉 ヘ ラ ミ ガ キ 口 繹 部 ・休 部 櫛 描 波 状 文 、 頸 那 櫛 描 簾 状 文 回 転 実 演 M l 1 5 暦 ・6 肥

5 7 － 1 9 弥 生 猥 － く1 0 ，5 〉 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ 羊 、 櫛 描 頴 状 文 回 転 実 測 M 「 M 2 － 5 暦 ・6 層

5 7 － 2 0 弥 生 塵 （6 ．2 ） 1 5 ．0 三 ガ キ 頚 部 櫛 描 罷 状 文 （8 本 ）、 口 繹 部 ・胴 部 簡 描 波 状 文 ． 胴 郡 ミ ガ キ 回 転 実 測 M l ・M 2 － 5 駁「 6 暦

5 7 － 2 1 弥 生 蛮 く1 0 ．0 〉 ヘ ラ ミ カ キ ヘ ラ ミ ガ 午 、 櫛 描 波 状 文 、 櫛 描 扇 状 文 （1 0 本 4 達 止 ） 回 転 実 測 M l、 M 2 、 D l

5 7 － 2 2 弥 生 梁 1 2 ．6 ー
〈1 4 ．6 〉 ハ ケ 目 → ヘ ラ ミ カ キ ハ ケ 臼 、ヘ ラミ カ キ 、郁福 渡 状 文 （8 ～ 1 0本 ）櫛 描 辰 扶 文 （1 0 本 3 達 止 め ）、円形 澤 文 貼 付 完 全 実 測 M 1 － 6 度「 1 1 層

5 7 － 2 3 弥 生 至等
－ －

〈9 ．5 〉 ヘ ラ ミ ガ キ 櫛 描 波 状 文 、 櫛 描 麗 状 文 回 転 実 測 M l ・M 2 － 5 虐 ・6 思

5 7 － 2 4 弥 生 ∃要
－ －

く2 2 ．9 〉 ヘ ラ ミ ガ キ パ ケ 目 → ヘ ラ ミ カ キ ． 憾 描 波 状 文 （7 本 ）、 櫛 措 癒 状 文 （1 5 本 2 遠 止 ） 回 転 実 演 M 1 － 1層 ・6 暦

5 7 －2 5 弥 生 窪 － （8 ．0 ） く4 ．8 〉 ヘ ラ 三 方 キ ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実 測 M 2 － 6 層

5 7 －2 6 弥 生 蛮 ー （9 ＿0 ） く4 月 〉 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ カ キ 回 転 実 漏l M 1 － 6 層

5 7 －2 7 弥 生 昏
－

（8 ．8 ） く7 ．1〉 パ ケ 日 ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実 測 M l 、 M 2

5 7 －2 8 弥 生 塗
－

（4 8 ） く3 月 〉 ヘ ラ ミ カ キ ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実 測 M 2 － 5 ・6 暦

5 7 －2 9 弥 生 璽 － （6 9 ） く2 ＿8 〉 ミ ガ キ 三 方 キ 回 転 実 測 M 1 － 6 層

5 7 － 3 0 弥 生 塗
ー

（7 ．2 ） く2 ．4 〉 ヘ ラ 三 方 キ ヘ ラ 三 カ キ 、 底 部 へ ラ ナ デ 完 全 実 濁l M 1 、 M 2

5 7 － 3 1 弥 生 架 （8 ＿4 ） く3 ＿1〉 パ ケ 目 ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実 演 M 1 － 5 暦 ・6 層

5 7 － 3 2 弥 生 単 （7 ，0 ） く3 ．4 〉 ミ ガ キ ミ ガ キ 回 転 実測 M 1 － 6 屈

5 7 － 3 3 弥 生 世 （1 6 ．0 ） く2 ．1〉 ミ ガ キ ミ ガ キ 回 転 実 測 M 1 － 6 腰

5 7 － 3 4 弥 生 竪 5 ．6 く1 ．8 〉 ヘ ラ 三 ガ キ ミ カ キ 完 全 実 測 M 1 － 5 暦

5 7 － 3 5 弥 生 台 付 要 － － く4 ．2 〉 赤 色 塗 彩 赤 色 塗 彩 回 転 実 測 M 1 － 5 暦

5 7 － 3 6 弥 生 台 付 塗 （9 ．0 ）
－

く3 ，8 〉 ヘ ラ ミ カ キ ナ デ 回 転 実 測 M 1 － 6 層

5 7 － 3 7 弥 生 甑
－

5 ．6 1 0 ．5 ヘ ラ ミ カ キ ヘ ラ ミ ガ キ 完 全 実 測 M 2 － 6 屈

5 7 － 3 8 弥 生 深 鉢 〈3 ．5 〉 ヘ ラ ミ ガ キ → 赤 色 塗 彩 ヘ ラ 三 ガ キ → 赤 色 塗 彩 、 頸 部 櫛 描 磨 状 文 （1 連 止 め ） 回 転 実 演l M 1 － 6 層

5 7 － 3 9 弥 生 土不 － 〈3 ．1 〉 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実 演l M 2

5 7 － 4 0 弥 生 鉢
－

く4 ．1 〉 ヘ ラ ミ カ キ ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実 浪l M 1 － 5 層 ・6 層

5 白－ 4 1 弥 生 鉢 （5 ．0 ） く2 ．5 〉 赤 色 塗 彰 赤 色 塗 彩 回 転 実 測 M 1 － 5 腰上 6 暦

5 8 U 4 2 弥 生 鉢 （5 ．6 ） く1月 〉 赤 色 塗 彩 赤 色 塗 彩 回 転 実 測 M 1 － 1 1屈

5 8 － 4 3 弥 生 高 士不
－

く6 ＿3 〉 ヘ ラ 三 方 キ → 赤 色 塗 彩 ヘ ラ ミ ガ キ → 赤 色 塗 影 回 転 実 測 M 1－ 5 層 ．6 暦

5 8 － 4 4 弥 生 馬 蹄
－

く9 ．3 〉 三 方 キ → 赤 色 塗 彩 三 方 キ → 赤 色 塗 彩 回 転 実 溺 M l ・M 2

5 8 － 4 5 弥 生 両 杯 ー く9 ．1 〉 ミ ガ キ → 赤 色 塗 影 三 ガ ヰ → 赤 色 塗 彩 回 転 実 漢 M l ・M 2

5 8 － 4 6 弥 生 蹄 く5 ．5 〉 ヘ ラ ミ ガ キ → 赤 色 塗 影 ヘ ラ ミ ガ キ → 赤 色 塗 彩 回 転 実 現 M 1－ 5 厄「 6 暦

5 8 － 4 7 弥 生 鉢
▼

く3 ．5 〉 ヘ ラ ミ ガ キ → 赤 色 塗 影 ヘ ラ ミ ガ キ → 赤 色 造 影 回 転 実 測 M l、 M 2

5 8 － 4 8 弥 生 鉢
－ 3 ．4 く1＿6 〉 ヘ ラ 三 万 キ → 赤 色 塗 彩 ヘ ラ ミ ガ 幸 一 赤 色 塗 彩 完 全 実 測 M l

5 8 － 4 9 弥 生 鉢
－

4 ．6 く1．3 〉 ヘ ラ 三 ガ キ → 赤 色 塗 彩 ヘ ラ ミ ガ キ → 赤 色 塗 彩 完 全 実 測 M 2

5 8 － 5 0 弥 生 謁 杯
－ ー

く3 ，9 〉 ナ デ 三 ガ キ ー 赤 色 塗 彩 回 転 実 測 M 1 － 5 暦

5 8 － 5 1 弥 生 毒 杯 く4 ．7 〉 ヘ ラ ミ カキ → 赤 色 塗 彩 （杯郎 ）、ハ ケ 目 （脚 部） ヘ ラ 三 ガ キ ーヰ 赤 色 塗 彩 完 全 実 演 M 2 － 6 暦

5 8 － 5 2 弥 生 電 球 － － く7 ＿0 〉 ヘ ラ ナ テ ミ 刀 キ → 赤 色 塗 彩 回 転 実 濁 M 1 － 6 暦

5 8 － 5 3 弥 生 深 鉢 （6 ＿8 ） く6 ．3 ） ミ ガ キ → 赤 色 塗 彩 三 ガ キ ーー赤 色 塗 彩 回 転 実 演l M 1 － 6 暦 ・水 路

含呈種 素 材 残 存 率 最 大 忘 l愚 大 幅 l 最 大 厚 l　 重 買 所 見 出 土 伯 正

6 0 － 1 2 6 敲 石 輝 石 安 山 岩 M 1 － 6 暦

6 0 － 1 2 7 療 石 砂 質 凝 灰 岩 （6 ．9 ） ［（6 ，3 日 （3 ．0 日 （2 1 9 月 ） M 1 － 6 暦

随 種 別 器 種
法　 重 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

口 径 （長 ）底 径 （幅 ）嵩 高 （厚 ） 内　　 面 外　　 面 備 考 出 土 位 置

6 0 － 1 弥 生 甑
一

4 ．2 く2 ．1〉 ハ ヶ 月 ハ ケ 昌 → 赤 色 塗 彩 完 全 実 測 M 3 － 6 暦

6 0 － 2 弥 生 亘 （6 ．1） く3 ．9 〉 ナ デ ヘ ラ ミ カ キ → 赤 色 塗 彩 回 転 実 演 M 3 － 6 層

6 0 － 3 弥 生 梁 （5 ．0 ） く4 ．4 〉 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実 況l M 3 － 6 闇

6 0 － 4 弥 生 粟 7 ．0 〈2 ．6 〉 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ 完 全 実 測 M 3 － 水 路

6 0 － 5 弥 生 番
－

7 ．6 く2 ．1〉 パ ケ 自 ヘ ラ ミ ガ キ 完 全 実 測 M 3 － 5 層 ・6 暦

6 0 － 6 弥 生 蒜 土不 く4 ．8 〉 ヘ ラミ ガ キ → 赤 色塗 彩 （坪 郡 ）、パ ケ 日 （脚 部 ） ヘ ラ ミ ガ キ → 赤 色 塗 彩 回 転 実 測 M 3 － 6 層

6 0 － 7 弥 生 猥 （9 ．6 ） く8 ．4 〉 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ 回 転 実 測 M 3

6 1 － 1 須 恵 苫呂 苗
－ －

く1 ．5 〉 ロ ク ロ ナ デ ［コ ク ロ ナ テ 回 転 実 測 M 6

6 1 － 2 須 恵 器 土不
－

（1 2 ＿0 ） 4 ，1 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ テ → 底 部 へ ラ ケ ズ リ 回 転 実 瀕l M 6

6 1 1 3 須 悪 器 埠 （1 2 ，8 ） く2 ．0 〉 ヘ ラ ケ ズ リ 平 行 タ タ キ 完 全 実 潔l M 6

6 1 － 4 須 憲 器 士不 （7 ．0 ） 3 ．9 ロ ク ロ ナ テ ロ ク ロ ナ デ → 底 部 因 転 糸 切 り （右 ） 回 転 実 演l M 7

6 1 － 5 滑 石 石 鍋
－ 断 面 実 演1 M 8

6 1 － 6 土 師 器 要
－ － － 断 面 実 測 M 8

6 1 － 7 土 師 器
－ － － 断 面 実 測 M 8

6 1 － 8 須 恵 器 窪
－ － － ヘ ラ ナ デ 平 行 タ タ キ 断 面 実 測 M 8

6 1 － 9 須 恵 器 E E － （9 ＿8 ） く3 ＿9 〉 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ → 竃 台 貼 付 回 転 実 測 M 8

6 1 － 1 1 土 師 器 梁 く9 ．3 〉 ヘ ラ ナ デ ヘ ラ ナ デ 回 転 実 湧l M 9 ・北 側

6 1 － 1 2 土 畠個 呂 鉢 く3 ．3 〉 ヘ ラ 三 ガ キ ヘ ラ ケ ズ リ 回 転 実 演l M 1 9 ・北 側

6 1 － 1 3 灰 紬 陶 器 碗 － （8 ．4 ） 〈2 ．7 〉 ロ ク ロ ナ デ ・→ 灰 軸 ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ → 霞 台 貼 付 回 転 実 瀾 M 1 9

6 1 － 1 4 須 恵 器 黒 － （1 2 ＿6 ） く7 ．5 〉 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ → 底 部 回 転 へ ラ ケ ズ リ → 馬 台 貼 付 回 転 実 演l M 1 9

器 櫓 素 材 残 存 率 最 大 昆 l 最 大 幅 l 最 大 厚 l　 重 塑 所 見 出 土 位 証

6 1 － 1 0 軽 石 製 品 白 色 軽 石 7 ．9 1 7 ．5 1 6 ．4 1 M B

6 1 － 1 5 刀 子 鉄 （3 ．8 日 （1 ．0 日 （0 ．3 ） I M 1 9 ・両 側

第6節　ピット

本遺跡からは117個のピットが検出された。あ・い－25～27Gr、い・うー68～74Grに集中している。
その検出位置は不規則で建物位置を推測できなかった。P33・P35・P38・P52・P68・P81・P

88・P98から土師器碧が、P36から須恵器杯、P37から土師器碧・内黒杯と須恵器坪、P55から須恵

器杯・杯蓋・土師器婆と内黒杯・弥生後期碧、P58から弥生後期碧、P116から土師器璧・弥生後期

嚢・壷・鉢、Pl17から土師器碧と内黒杯・須恵器杯と聾・弥生後期襲、P126から弥生後期肇が、そ
れぞれ小片であるが出土した。
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第29表　ピット計測表（1）

遺構義 検 由位 置 ・・壷 料 稗穣 ′．＿細雨 借　 着 ・
長軸 轟嬉 軸轟 ．深 さ ′

P l い 8 楕 円形 3 8 2 8 1 7

P 2 い 8 不整 円形 3 2 2 8 1 2

P 3 い 9 不整 円形 ？ 4 0 － 1 5

P 4 い 8 円形 2 6 2 6 6

P 5 あ 13 円形 2 0 2 0 1 0

P 6 あ 13 楕円 形 5 6 4 0 1 1
P 7 あ 17 不整 円形 6 6 5 6 2 8

P 8 あ ー 1 1 ・1 2 円形 2 4 2 4 1 8

P 9 あ 1 1 ・い 1 2 隅丸長 方形 1 0 0 4 6 1 7

P l O い 17 不 整円 形 1 8 1 4 8

P l l あ 1 3 円形 2 4 2 4 1 2

P 1 2 あ 1 3 円形 1 6 1 4 3

P 1 3 い 1 9 楕円形 5 4 3 0 2 2

P 1 4 い 1 9 楕 円形 4 4 3 2 6 7

P 1 5 い 1 9 円形 4 0 3 8 2 6

P 1 6 い 1 9 円形 ？ 3 4 － 2 0

P 1 7 い 1 9 円形 4 8 4 2 8

P 1 8 い2 6 楕 円形 6 4 2 2 17

P 1 9 い2 6 楕 円形 3 0 2 6 3 5

P 2 0 い2 6 円形 2 0 1 8 15

P 2 1 い2 5 不整 楕円形 3 8 14 9

P 2 2 い2 5 問丸 三角形 3 0 3 2 1 7
P 2 3 い2 5 不整 円形 5 0 4 4 1 3

P 2 4 う2 6 楕 円形 4 4 3 2 4 3

P 2 5 う2 6 円 形 2 2 2 0 1 5

P 2 6 う2 6 円 形 2 6 2 4 2 6

「‾’‾　‾l‾　‾　‾　‾　‾　‾　‾　‾　‾　‾　‾　‾　‾　‾l　‾‾　‾‾　‾　‾
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［

］

I

i

1

1

1

1

1

i

l

l

［

］

］

l

］

i

］

］

］

］

］

l

l

l

］

】

1

1

1

「　‾

＿l

P17

◎　p15黒4　◎
P13

調査区域外

』
下
⊥
丁
隼

調査区域外

喘4
∈）
P2

’－．．－’　一．・▼－　．・▼’mヽ－’　h．・．・▼－．　・．・．・．A．一　　一一h－　．．・．・一一’’・．・．h．・．－　　▼－．l・－・l’　一一．・．・．一．・．・．－’’－’－’’－　’－・l・l・．－　．．・．・l・l・・1－　．一・・・一　　一．・．・．・．　一・一・一・・・・・・・・・－．・・一・．・．・・・・－・　－　　－　　一．・．・・・・・一一　　一一・・・・　一．・．・．・．・・・．・　一・・・・・一一　・．・．・．・．・・．一・　一・・一．一・　一一一一　・一一一　　－　．・．・．ll．・．・．・．．・．・．・．・一　　°－4・hヽ・・

調査区域外

P 2 7 う2 6 8 の字形 4 0 4 0 18

P 2 8 う2 5 楕円形 3 0 2 6 2 1

P 2 9 あ 1 8 楕円形？ － 4 0 3 6

P 3 0 あ3 6 楕円形 6 0 4 4 8

P 3 1 あ 1 7 円形 2 8 2 8 13

P 3 2 あ 1 7 円形 3 2 3 2 1 1

P 3 3 あ 5 8 楕円形 3 4 2 6 18 土師器誓

P 3 4 あ 5 9 円形 3 8 3 6 2 0

P 3 5 う7 2 惰円形 8 8 6 0 1 6 土師器誓

P 3 6 い 6 1 円形 5 8 5 4 4 2 須恵器士不

P 3 7 い 6 2 不整円形 5 6 4 6 5 0
須恵器士不
土師璽
内黒杯

P 3 8 い 6 2 不整円形 5 4 4 4 2 7 土師器慧

P 3 9 うー7 3 ・7 4 不整円形 5 4 5 4 3 5

P 4 0 う7 4 不整楕円形 4 4 3 0 1 8

P 4 1 う7 3 楕円形 8 0 5 6 3 5

P 4 2 う7 1 円形 ？ 2 4 － 2 0

P 4 3 う7 1 楕円形 3 0 2 2 1 1
P 4 4 う7 1 不整円形 2 2 1 8 1 2

P 4 5 う7 1 円形 2 4 2 0 1 2
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第30表　ピット計測表（2）　。。
遺 構名 検 出位 置 平面形 長軸長 短軸長 I深 さ 備　 考
P 4 6 う7 1 円形 4 0 3 6 2 2
P 4 7 え7 1 円形 4 4 4 2 1 8
P 4 8 え7 2 円形 3 0 2 8 3

P 4 9 え7 2 楕 円形 4 0 3 0 6
P 5 0 え7 1 楕 円形 2 4 2 0 3
P 5 1 い7 3 楕 円形 8 2 6 2 1 4
P 5 2 い 7 3 不整楕円形 8 0 7 4 1 8 土師器 蛮
P 5 3 え 7 0 不整 円形 3 4 3 4 14
P 5 4 い 7 3 楕 円形 4 6 3 6 6

P 5 5 あ 17 不整 円形 6 8 6 0 2 8
須 恵器 誓

蓋
土 師器 誓

P 5 6 い7 2 不整 円形 3 4 3 0 2 4
P 5 7 い7 2 不整 円形 4 0 3 8 2 4 弥生慧

P 5 8 A 3 3 不整 円形 7 2 6 0 7 土 師器蛮
P 5 9 い7 2 楕円 形 6 6 4 8 1 6
P 6 0 い7 1 楕円 形 6 0 4 8 1 0
P 6 1 い7 1 円形 5 6 4 8 6
P 6 2 A 4 8 楕円形 2 8 1 8 1 4
P 6 3 A 4 8 楕円形 3 0 2 6 1 2
P 6 4 A 4 8 楕円形 4 6 2 6 1 0
P 6 5 A 4 8 円形 3 4 3 0 2 3
P 6 6 A 4 8 楕 円形 2 8 2 0 1 0
P 6 7 A 4 9 楕 円形 3 0 2 4 1 0
P 6 8 A 5 0 円形 3 4 3 4 5 1 土師 器慧
P 6 9 A 5 1 円形 4 0 4 0 2 1
P 7 0 う7 2 不整 円形 6 0 6 0 2 5
P 7 1 い 7 2 楕 円形 5 4 4 0 1 5
P 7 2 あ 6 3 8 の字形 8 0 7 0 3 1
P 7 3 あ 6 3 楕 円形 3 4 2 6 2 6
P 7 4 あ 6 4 円 形 5 0 5 0 5 6
P 7 5 あ 6 3 楕 円形 3 6 2 8 2 8
P 7 6 あ 6 4 円 形 4 8 4 8 3 8
P 7 7 あ 6 2 不整 円形 6 0 5 6 3 6
P 7 8 い7 1 円形 3 4 3 4 17
P 7 9 い7 1 円形 3 2 3 0 1 6
P 8 0 い7 1 円形 2 8 2 8 8
P 8 1 い7 2 円形 2 4 2 4 1 6 土 師器蜜
P 8 2 い7 2 円形 2 4 2 4 2 2
P 8 3 う7 1 楕 円形 ？ － 3 2 1 3
P 8 4 い7 1 円形 4 0 3 6 1 2
P 8 5 い7 0 楕円形 2 6 2 0 1 0
P 8 6 い7 0 楕 円形 2 0 1 2 2 0
P 8 7 い7 2 楕 円形 9 4 6 0 3 4
P 8 8 い7 1 楕 円形 9 4 5 0 2 7 土師 器蛮

P 8 9 い7 1 楕 円形 7 6 6 0 1 4
P 9 0 うー70 ・7 1 円形 8 0 8 0 2 0
P 9 1 う7 2 円 形 ？ － 3 4 1 7
P 9 2 い 7 2 楕 円形 4 2 2 4 9
P 9 3 う7 1 不整楕円形 3 0 ′2 2 14
P 9 4 う7 1 円形 2 2 2 2 2 0
P 9 5 い 6 9 円 形 2 4 1 8 1 7
P 9 6 い 6 9 円 形 3 0 2 8 12
P 9 7 い 6 8 楕円 形 ？ － 3 2 13
P 9 8 い 6 8 不整 円形 8 4 7 2 14 土 師器蛮
P 9 9 い6 8 円 形 3 6 3 6 7
P 1 0 0 い－6 7・6 8 不整 円形 4 0 3 4 15
P lO l い7 1 楕 円形 5 0 3 8 2 9

遺構名 検 出位置 平面 形 長軸長短軸長 深さ 備　 考

P 10 2 い7 1 楕 円形 6 6 － 1 6

P 10 3 い7 2 楕 円形 6 4 4 6 1 9

P lO 4 い6 8 不整 円形 3 6 3 0 1 9

P 1 0 5 A 3 4 楕円 形 6 4 5 0 2 8

P 1 0 6 A 3 4 円形 2 8 2 8 1 0

P 1 0 7 A 3 4 8 の字 形 8 6 7 0 3 4

P 1 0 8 A 3 4 楕円形 3 2 2 4 7

P 1 0 9 A 4 1 隅丸長方形 3 6 2 8 1 7

P 1 10 A 4 1 楕 円形 2 8 2 2 8

P l 1 1 A 4 1 楕 円形 3 2 2 4 1 8

遺構名 検 出位置 平面 形 長軸長短軸長 深さ 備 考

P 1 1 2 A 4 1 不整楕円形 8 2 6 0 3 0

P 1 1 3 A 4 1 円 形 3 6 3 6 1 4

P 1 14 A 4 0 楕円 形 6 6 3 6 1 7

P 1 15 A 4 0 不整楕円形 4 6 3 6 9

P 1 16 うー7 3・7 4 円形 6 0 6 0 3 8
弥生 鉢
壷　 慧

土師 器空

P 1 17 う7 4 楕 円形 ？ 8 0 2 0

土師 器璽
内 黒

須悪 器璽
士不

弥生 蜜

第63図　ピット群実測図
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第64図　グリット出土および表採遇物実測図
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第31表　グリット出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甜

lぬ 種 別 諸種
法　 皇 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備　 考 出 土位 置
口径（長）底径（幅）器高（厚 ） 内　 面 外　 面

5 弥 生 巴！ －
（9 ．4 ） く3 ．8 〉 ヘ ラナデ ヘ ラミ ガキ 回転 実測 あ 2 8

6 弥 生 頭 － －
検出 画

7 土師 器 頭 － － 〈10 ．9 〉 ヘラ ナデ ヘ ラケ ズ リ 回転 実測 A 5 3 、A 5 4

8 土師 器 逐 －
7 ．2 く2 ．2 〉 ヘラ ナデ ヘ ラケ ズ リ 完全 実測 A 3 3

9 土師 器 坤 － －
〈4 ．2 〉 ヘ ラミ ガキ 、黒 色処 理 ヘ ラ ケズ リ→ヘ ラ ミガ キ 回転 実測 あ 4 9

10 土師 器 ‡不 － － 〈4 2 〉 ヘラ ナ デ ヘ ラケ ズ リ 回転 実測 A 3 7

1 1 土師 器 i不 － 5 ．6 く1．9 〉 ヘ ラ ミガキ 、黒 色処 理 、踪 文施 文 ロ クロナ デ →底部 回転 糸 切 り 完全 実測 A 2 6

12 土師 器 土不 － 8 ．2 〈2 ．5 〉 ヘ ラミ ガキ 、黒 色処 理 ロ クロナ デ→ 回転 糸切 り→ 高台 貼付 完全 実瀕リ A 3 6

13 須恵 器 i不 9 ．0 4 ．7 ロ クロナ デ ロ クロナ デ、 底部 手持 ちへ ラケ ズ リ 完全 実測 A 4 0

14 須悪 器 土不 6 ．4 4 ．2 ロ クロ ナデ ロ クロナ デ、 底部 手持 ちへ ラケ ズ リ 完全 実測 表採

15 須恵 器 莞 － － く2 ．0 〉 ロ クロ ナ ‾ ロ クロナデ→天井部回転へラケズリ→つ まみ貼付 完全 実測 い 2 2

16 須恵 器 蓋 － － 〈2 ．1〉 ロ クロ ナ ‾ ロ クロナ デ 回転 実測 あ4 ト 検 出画

17 須恵 岩 ±不 －
（8 ．4 ） 3 ．7 ロ クロナ ‾ ロ クロナ デ 、底部 回転 糸切 り 回転 実測 A 5 3

18 須悪 器 ま不 － － く3 ．6 〉 ロ クロ ナ ‾ ロ クロナ デ 回転 実測 A 3 8

19 須裏 芸 土不 （7 ．0 ） く2 ．2 〉 ロ クロ ナ ‾ ロ クロ ナデ 、底部 回転 糸切 り 回転実測 、内外 ・火だす き痕 A 4 4

2 0 須恵 器 土不
－

（6 ．8 ） くし5 〉 ロ クロナ ‾ ロク ロナデ 、底 部回 転糸 切 り→高 台貼 付 回転 実誤リ A 4 4

2 1 須恵 器 土不
－

（9 ．2 ） く3 ，2 〉 ロ クロ ナ 「 ロクロ ナデ 、底 部回 転へ ラキ リ 回転 実誤リ 表採

2 2 須恵 器 里2 － －
ロ クロ ナデ ロ クロ ナデ 断面 実誤リ 表採

2 3 須恵 器 窺 － － ヘ ラナデ 平行 夕 タキ 断面 実濃リ う6 5

2 4 須恵 器 聾
－ － ヘ ラナデ 平行 タ タキ 断面 実測 A 3 9

2 5 須恵 岩 蛮 － －
ヘ ラナ デ 平行 タ タキ 断面 実測 A 3 9

2 6 須恵 器 高盤 －
く3 ．2 〉 ロ クロ ナデ ロ クロナ デ 完 全 実測 表採

2 7 灰和 陶器 腕 （8 ．2 ） く1 ．3 〉 ロ クロ ナデ ロ クロナ デ→ 底部 回転 へラ ケ ズ リ→ 高台 貼付 回転 実測 あ4 1 ・検 出面

2 8 珠 洲 標鉢
－

（1 1 ．0 ） く3 ，4 〉 ヘ ラナデ ヘ ラ ナデ 回転 実測 A 3 8

2 9 珠 洲 稽鉢 － － －
ヘ ラナデ ヘ ラ ナデ 断面 実測 A 3 6

Iぬ 器　 桂 素　 材 残存 率 最 大 長 最 大幅 最大 厚 重量 所　　　 見 出 土位 置

1 石輩 黒色轍 密 安山 岩 1．8 5 1．6 0 ．3 0 ．6 2 あ2

2 石輩 黒 耀 石 3．6 1．8 0 ．4 2 ．2 3 あ3

3 石輩 黒 澤 石 2 ．7 1．4 0 ．4 P 1 18

4 磨 製石 鍍 緑 色凝 灰岩 3．0 1．6 0 ．2 1 ．2 6 あ3

3 0 砥石 凝 灰 岩 （9 ．8 ） （4 ．3 5 ） 4 ．1 2 0 8 ．2 上 部欠 損 A 3 1

3 1 磨石 輝石 安 山岩 12 ．1 10 ．0 5 ．8 1 18 8 ，0 上端 部 ・敲打 癌、 下側 に す り画 い 15 ・表採

3 2 上目 輝石 安 山岩 （33 ．4 ） 11．8 ふ くみ幅 2 ．9　 芯棒 孔 径3 ．1 あ 5 8

3 3 釘 鉄 （8 ．0 ） （1．0 ） （0 ．5 ） A 4 2

3 4 釘 鉄 7 ．9 1．6 5 0 ．9 A 3 0

3 5 釘 鉄 〈2．9〉 〈0 ．9 〉 く0 ．6〉 あ 2 5

第7節　遺構外出土遺物

遺構検出時に全体層序Ⅱ層等から出土したものが多い。第64図10・12・13・18・24・25・28・29が
A－36～40Grから、口絵3の中世～近代の陶磁器類は主にA25・26GrのM17・18付近から出土した。

弥生時代後期土器、土師器、須恵器、石器類、鉄器がある。1はガラス質黒色安山岩の石嫉、2・

3は黒曜石の石嫉、4は石質千枚岩の弥生時代磨製石嫉。9～12は土師器杯、9・10は体部から底部
までへラケズリ、9はへラケズリ後へラミガキ内面黒色処理される。11は底部回転糸切り、花弁のよう

な暗文後内面黒色処理が施される。12底部回転糸切り後付高台、内面へラミガキ後黒処理が施される。

15は扁平な擬宝珠のつまみを持ち、16はかえりを有す須恵器杯蓋である。13・14・17～19・21は須恵

器杯、13・14は底部手持ちへラケズリ、21は底部回転へラケズリ、17・19は底部回転糸切りされる。27
は灰粕陶器、28・29は珠洲焼の措鉢である。30は砥石、31は磨石、32は上目、33～35は鉄釘であろう。

調査西地区の深さ2mを超える自然流路からも多くの弥生時代後期～平安時代の土器が出土した。

第66図3～4は土師器杯で、いずれも内面黒色処理・底部手持ちへラケズリされる。7は須恵器蓋、
8～19は須恵器杯で8が底部手持ちへラケズリ、9・19が回転へラケズリ、10・11・14・16－18が底

部回転糸切りされる。15は浅い高台付杯か？。20～25・27は須恵器高台付坪ですべて底部回転へラケ

ズリ後高台が貼付される。他に須恵器壷・聾、灰粕陶器瓶がある。

第Ⅲ章　調査のまとめ
調査は道路の機能を確保しながら実施した。同一遺構を南北に分断し、さらに安全確保のために中

央に未調査部分が存在する。全容が調査できたのは数少ない。

竪穴住居地は、弥生時代後期箱清水期が5棟、古墳時代後期が2棟、奈良時代が7棟、平安時代9

世紀前半が8棟、平安時代10世紀前半が2棟、不明が2棟、合計26棟が検出された。
今回の調査で特記されるのは、弥生時代後期の住居址に地盤のズレの影響が見られたこと。本遺跡
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第32表　調査西地区出土遺物観察表　　　　　　　　　　　　　　　　　　。m

No． 種別 器種
法　 量 成　 形 ・調　 整 ・文　 様

備考 出土位置
口径（長）底径一紳副 器高 （厚） 内　 面 外　　 面

1 弥生 土質芝 － （6 ．2） 〈2 ．4 〉 ミガキ→赤色塗彩 ヘラナデ 回転実測 西区一括

2 弥生 ・＝土＝雲苫 － － 〈6 ．9 〉 ヘラナデ ヘラミガキ→赤色塗彩 完全実測 ／／

3 土師器 士不 16 ．4 9 ．2 5 ．8 ヘラミガキ→黒色処理 ヘラナデ→底部手持ちへラケズリ 完全実測、完形 ／！
4 土師器 士不 － （6 ．2） 〈1．5 〉 ミガキ→黒色処理 Ⅱクロナデ→底部回転糸切り（右）→手持ちへラケズリ 回転実測 ／！
5 土師器 士不 （13 ．4 ） （6 ．5） 3 ．9 ミガキ→黒色処理 底部手持ちへラケズリ 回転実測 ！／
6 土師器 高士不 － － 〈4 ．4 〉 ナデ ヘラケズリ 完全実測 ！／
7 須恵器 士不蓋 － － 〈1．5 〉 ロクロナデ 回転へラケズリ→つまみ貼付 完全実測 ！／
8 須恵器 士不 12 ．3 7 ．6 4 ．5 ロクロナデ ロクロナデ→底部へラケズリ 完全実測 〟
9 須恵器 士不 （14 7 ） （5 ．9 ） 3 ．6 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り 回転実測 ／！
10 須恵器 士不 （12 ．4 ） （6 フ） 3 ．7 ロクロナデ→火裡 ロクロナデ→底部回転糸切り （右）→火裡 回転実測 ノ／
11 須恵器 士不 13 ．5 6 ．0 3 フ ロクロナデ→火裡 ロクロナデ→底部回転糸切り （左）→火裡 完全実測 ！／
12 須悪器 士不 （15 ．4 ） － 〈4 ．7〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 ／／
13 須恵器 土不 （13 ．0 ） － 〈2 ．4 〉 ロクロナデ→火裡 ロクロナデ→火樺 回転実測 ／ノ
14 須恵器 士不 （13 ．5 ） （6 ．1） 〈3 ．7〉 ロクロナデ→火裡 ロクロナデ→底部回転糸切り （右）→火裡 回転実測 ／／
15 須恵器 皿 （16 ．8 ） － 〈2 ．3〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 ！／
16 須恵器 士不 － （6 ．9 ） 〈2 ．2〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り （右） 回転実測 ／／
17 須恵器 士不 － （7 ．1） 〈2 〉 ロクロナデ→火樺 ロクロナデ→底部回転糸切り （右）→火樺 回転実測 ／／
18 須恵器 士不 － （6 ．1） 〈2 〉 ロクロナデ→火裡 ロクロナデ→底部回転糸切り （右）→火裡 回転実測 ／／
19 須恵器 士不 － （5 ．1） （1．7 ） ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ 回転実測 ！／
2 0 須恵器 高台付士不 － － 〈1〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ→高台貼付 （欠損） 回転実測 ／／
2 1 須恵器 高台付士不 － （8 ．8 ） 〈1．4 〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転ケズリ→高台貼付 回転実測 ／！
2 2 須恵器 高台付士不 － （10 ．4 ） 〈1．2 〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ→高台貼付 回転実測 ！／
2 3 須恵器 高台何杯 － （13 ．9 ） 〈1．5 〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ→高台貼付 回転実測 ！／
2 4 須恵器 高台付坤 － （9．8 ） 〈1．4 〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ→高台貼付 回転実測 ！／
2 5 須恵器 高台付杯 － 8．3 〈1．6 〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ→高台貼付 完全実測 ／／
2 6 須恵器 高台付士不 － （10 ．2 ） 〈2 ．1〉 ロクコナデ→火樺 ロクロナデ→底部回転へラケズリ→高台貼付→火裡 回転実測 ／／
2 7 須恵器 高台何杯 － 8 7 〈2 ．7 〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ→高台貼付 完全実測 ！／
2 8 須恵器 土質芝 12 ．6 － 〈6 ．1〉 ロクロナデ ロクロナデ 完全実測 ！／
2 9 須恵器 薙瓦 （25 ．8 ） － 〈8 ．2 〉 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 ／／
3 0 須恵器 鉢 － 10 ．4 〈8 ．0 〉 ロクロナデ ヘラナデ 完全実測 ／／
3 1 須恵器 薙

二瓦 － （15 ．8 ） 〈6 ．2 〉 ヘラナデ タタキ→ヘラケズリ→自然和付着 回転実測、自然柚付着 ／／
3 2 須恵器 士不 － （1 1．7 ） 〈4 ．5 〉 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転へラケズリ 回転実測 ！／
3 3 須恵器 土質苫 － － 〈3 ．7 〉 ロクロナデ 叩き→ヘラケズリ→自然和付着 完全実測、自然柚付着 ／／
34 灰和 瓶 － （9 ．3） 〈2．4 〉 ロクロナデ ナデ→高台貼付→自然和付着 回転実測、自然柚付着 ／／

の東にある清水田遺跡Ⅱ。円正の坊遺跡Ⅱ。直路遺跡、さらに、周防畑遺跡群内の辻の前遺跡Ⅱの弥

生時代後期から古墳時代前期の竪穴住居牡にも同様なズレが見られる。古墳時代後期には、見られな

いことから両時期の間に地盤の変動があったのであろう。

もう一つは、H14号住居址から出土した多様の印花文が描かれた灰和陶器小瓶が一つあげられる。

動物・花。雲・記号？が胴上半部を全周している。灰和陶器に動物が描かれた例はないという、古代

佐久の馬生産に関わる生産地からの特注も考えられないという。如何にこの大豆田遺跡にもたらされ

たものであろうか。

さらに、H19号住居址から出土した「大井」の文字資料である。須恵器の製作技法により作られた

酸化焔焼成の鉢に「大井」が2カ所、3点の土師器杯にも「大井」がいずれも焼成前に刻書されてい

る。400m北方の本遺跡群内南近津遺跡で「大井」の墨書1点e刻書1点、300m西方の西近津遺跡群

（長野県埋蔵文化財センター調査中）でも出土している。『和名抄』に記された佐久都八郷の大井郷は、

旧浅間町。旧東村の一部。小諸市南部の和田この一帯が決定的な根拠に欠くが推定されている。大井

郷と関連があるのであろうか。八郷のうちの刑部郷は、岸野。野沢。臼田町など千曲川の左岸一帯と

推測されている。その岸野地区内榛名平遺跡から「大井」と焼成後に刻書された須恵器杯蓋が出土し

た。これとは逆に同じく郷名であろう「刑部」と墨書された土師器碗が大井郷推定地内の岩村田上久

保田向遺跡Iから出土した。周防畑遺跡群は、周辺の西近津遺跡群。長土呂遺跡群。芝宮遺跡群と共

に佐久都街所在地等佐久地方古代史解明にあたって重要な遺跡群である。

※H14号住居址出土灰和陶器小瓶について尾野菩裕氏にご教授いただいた。

「動物は鹿か馬か？生物で蝶はあるが、動物が描かれる例は知らない。印花文も巴文で例外的。牧

との関連について、生産地に特注は考えられないので、作った人が牧を意識したかどうか？器形的

には把手がない。9世紀中頃まで把手があり、10世紀にはこの器形もなくなり、印花文も減る。

所産時期は、9世紀第4四半期であろう。」
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H1号住居址北側セクション

H1号住居址P2

H1号住居址　地盤のズレによるP3検出状況
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H1号住居址　地盤のズレによるP3柱痕の状況



H2号住居址カマド H2号住居址　未調査区域の南側掘り方　南より
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H3号住居祉　未調査区域の南側全景　南東より





図
版
八

しご∴

感昭
1

嘩越単語・・’二項

㌣苛、、rI娼
H5号住居址　Plの地盤ズレ状況 H5号住居址　Plの地盤ズレ状況
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H8号住居址　未調査区域の南側掘り方　西より
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H10号住居址全景　西より

H10号住居址遺物出土状況　東より
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H11号住居址　未調査区域の南側全景　西より

H11号住居址　未調査区域の北側全景　東より H11号住居地　未調査区域の北側掘り方　西より



H11号住居址カマド
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圏ニ1．．ミ．ヰI高
H12号住居址　未調査区域の北側全景　南より

H12号住居址　未調査区域の南側遺物出土状況

H12号住居址カマド
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H14号住居址全景　両壁の一部は未調査区城　北より

H14号住居址カマド　西より

H14号住居址D1号土坑　灰粕陶器小瓶出土状況 H14号住居址D1号土坑　灰稚陶器小瓶出土状況
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H15号住居址掘り万　乗より

H16号住居祉　未調査区域の南側全景　南より
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H23号住居祉　未調査区域の北側全景　西より

H24号住居址全景　東より



H25号住居址全景　東より

H26号住居址掘り方　西より
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荒野転i‾＿ii轟嚢隈

D1号土坑　北より

F9号掘立柱建物址　東より

D2号土坑　東より

D3号土坑　北より

D5号土坑　東より

D4号土坑　北より
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D7号土坑　未調査区域の北側　北より

D9号土坑　西より

D12号土坑　北より D13号土坑　西より
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D19号土坑の南側　南より D19号土坑　未調査区域の北側　東より
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D27号土坑遺物出土状況　東より



D33・34号土坑　西より

Ml・2号溝状遺構　東北より
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M3号溝状遺構　南より

M7号溝状遺構　未調査区域の南側　東より

図
版
三
十
九



図
版
四
十

M7号満状遺構未調査区域の北側東よりM8号溝状遺構未調査区域の南側南より

M9号溝状遺構　未調査区域の南側　南より

M9号溝状遺構　未調査区域の北側　北より

71＿＿＿臨画；
M9号溝状遺構骨出土状況
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臣「喜漢9m一′雲」出
M10号溝状遺構　未調査区域の南側　南より M11号溝状遺構　未調査区域の南側　南より
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M19号溝状遺構　未調査区域の南側　獣骨出土状況　北より　M19号溝状遺構　未調査区域南側　獣骨出土状況
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調　 査　 期　 間
2005．11．21－2006．11．24 （現場）

2007．4．23－2008．3．28 （整理）

調　 査　 面　 積 2，200 I壷

調　 査　 原　 因 市道改良工事

種　　　　　 別 集落址

主　 な　 時　 代 弥生時代～平安時代

遺　 跡　 概　 要
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遺物　 縄文後期土器 ・弥生後期土器 e土師器 ・須恵器 ・灰粕陶器 e陶磁器 ・鉄器 ・石器

特　 記　 事　 項
動物 e花 ・雲文などが印刻された灰和陶器小瓶や郷名と一致する 「大井」の刻書土器が出土

した。


